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ベルリン─都市文化論の試み

（甲南法学’ １７）５７─３・４─１（ ）１８９

傳
論　

説
僂

ベ
ル
リ
ン
─
都
市
文
化
論
の
試
み

─
い
く
つ
か
の
『
回
想
録
』
へ
の
注
釈
─

問
題
の
所
在

　

本
論
文
は
ベ
ル
リ
ン
を
題
材
に
都
市
文
化
論
の
歴
史
的
変
遷
に
注
目
す
る
。
ベ
ル
リ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
都
市
の
な
か
で
は

歴
史
が
浅
く
、
伝
統
も
乏
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
１
９
８
７
年
に
東
西
ベ
ル
リ
ン
で
「
ベ
ル
リ
ン
７
５
０
年
記
念
」

の
催
し
が
大
々
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
７
８
０
年
に
な
る
、
そ
れ
な
り
の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。「
７
５
０
年
」
と

い
う
根
拠
は
ベ
ル
リ
ン
の
姉
妹
都
市
の
ケ
ル
ン
（
ラ
イ
ン
河
畔
の
大
都
市
ケ
ル
ンK

ö
ln

 
 
  

と
は
別
の
シ
ュ
プ
レ
ー
河
畔
のC

ö
lln

 
 
   

の
こ

と
）
の
名
前
が
最
初
に
公
式
文
書
に
あ
ら
わ
れ
た
の
が
１
２
３
７
年
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
ひ
と
つ
の
目
安

に
す
ぎ
な
い
。

　

（
１
）
ベ
ル
リ
ン
に
も
さ
さ
や
か
な
が
ら
市
壁
に
囲
ま
れ
た
中
世
都
市
の
時
代
は
あ
っ
た
が
、
本
論
文
は
ベ
ル
リ
ン
が
現
代
的
大

蔭

山　

宏
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（ ）１９０（甲南法学’ １７）５７─３・４─２

都
市
に
変
貌
す
る
時
期
、　

世
紀
末
か
ら
１
９
２
０
年
代
に
至
る
時
期
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
し
た
い
。
ベ
ル
リ
ン
は
１
７
０
９

１９

年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
首
都
と
な
り
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
の
治
世
を
経
て
都
市
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大

都
市
の
仲
間
入
り
を
し
た
の
は　

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
に
勝
利
し
、
統
一

１９

さ
れ
た
ド
イ
ツ
帝
国
の
首
都
に
な
っ
た
頃
に
は
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
軍
事
的
に
も
経
済
的
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
の
首
都
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
、
あ
る
い
は
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
の
伝
統
豊
か
な
都
市
文
化
に
比
肩
し
う
る
と
は
言
え
な
い
ま

で
も
、
ベ
ル
リ
ン
が
よ
う
や
く
固
有
の
都
市
文
化
を
広
く
享
受
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
に
よ
る
統
一
以
後
の
こ
と

で
あ
り
、
現
代
的
大
都
市
と
し
て
の
ベ
ル
リ
ン
に
関
心
を
示
す
文
献
が
多
数
公
刊
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、　

世
紀
へ
の
世
紀

２０

転
換
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
パ
リ
の
よ
う
な
都
会
の
拡
が
り
は
欠
け
て
い
た
も
の
の
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
通

り
や
そ
の
中
央
で
交
差
す
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
通
り
近
辺
は
、
当
時
の
都
心
部
で
あ
り
、
王
宮
や
政
府
施
設
な
ど
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

各
種
の
文
化
施
設
、
娯
楽
施
設
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
乗
合
い
バ
ス
や
地
下
鉄
な
ど
市
内
交
通
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ベ
ル

リ
ン
市
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
方
や
外
国
の
観
光
客
も
押
し
寄
せ
、
大
都
会
の
文
化
、
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
を
中
心
と
す
る
旧
都
心
部
（
旧
市
街
）
で
は
場
所
が
手
狭
に
な
り
、
繁
華
街
は
西
へ
拡
が
り
、
ポ
ツ

ダ
ム
広
場
を
超
え
て
「
西
地
区
へ
の
行
進
」
が
進
み
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
を
模
し
て
つ
く
っ
た
ク
ー
ア
フ

ュ
ル
ス
テ
ン
ダ
ム
通
り
に
ま
で
及
ん
だ
。

　

ベ
ル
リ
ン
大
学
の
私
講
師
だ
っ
た
ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
の
有
名
な
都
市
論
「
大
都
市
と
精
神
生
活
」
は
１
９
０
３
年
に
発
表
さ

れ
て
い
る 
が 
、
そ
れ
に
や
や
遅
れ
て
ベ
ル
リ
ン
論
史
上
に
残
る
二
つ
の
著
作
、
建
築
家
ア
ウ
グ
ス
ト
・
エ
ン
デ
ル
の
『
大
都
市
の 
美 
』

（
１
） 

（
２
）

と
建
築
や
美
術
の
批
評
家
カ
ー
ル
・
シ
ェ
フ
ラ
ー
の
『
ベ
ル
リ
ン　
あ
る
都
市
の
運 
命 
』
も
出
版
さ
れ
た
。
と
同
時
に
こ
の
時
期
の
ベ

（
３
）
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ル
リ
ン
都
市
文
化
論
と
し
て
逸
せ
な
い
の
が
ハ
ン
ス
・
オ
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト
の
『
大
都
市
資
料
集 
成 
』
で
あ
ろ
う
。

（
４
）

　

本
論
文
が
お
お
よ
そ
対
象
と
す
る
１
８
９
０
年
代
か
ら
１
９
３
０
年
に
至
る
ベ
ル
リ
ン
史
に
お
い
て
重
要
な
年
は
ワ
イ
マ
ー
ル
共

和
国
二
年
目
の
１
９
２
０
年
で
あ
る
。
こ
の
年
に
ベ
ル
リ
ン
は
周
辺
の
都
市
や
行
政
区
を
合
併
し
て
「
大
ベ
ル
リ
ン
」
を
形
成
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
ベ
ル
リ
ン
の
面
積
は
約　

倍
に
膨
れ
上
が
り
、
人
口
も
倍
増
し
た
。
正
式
に
言
え
ば
、
先
ほ
ど
触
れ
た
西
地
区
の
繁

１３

華
街
ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ダ
ム
も
１
９
２
０
年
以
前
に
は
ベ
ル
リ
ン
市
内
で
は
な
く
、
ベ
ル
リ
ン
郊
外
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

　

（
２
）
筆
者
は
こ
れ
ま
で
ベ
ル
リ
ン
都
市
文
化
史
に
関
連
す
る
論
文
を
い
く
つ
か
発
表
し
て
き 
た 
。「
世
紀
転
換
期
ベ
ル
リ
ン
の
都

（
５
）

市
風
景
」、「「
植
民
都
市
」
ベ
ル
リ
ン
の
転
変
」、
そ
し
て
「
ナ
チ
ズ
ム
と
ベ
ル
リ
ン
」
と
題
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
論
文
は
本
論
文
と
と

も
に
、
筆
者
の
ベ
ル
リ
ン
都
市
文
化
論
研
究
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「「
植
民
都
市
」
ベ
ル
リ
ン
の
転
変
」
は
世
紀

転
換
期
に
至
る
ベ
ル
リ
ン
史
を
植
民
都
市
・
亡
命
者
都
市
と
い
う
観
点
か
ら
跡
づ
け
て
お
り
、「
世
紀
転
換
期
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
風

景
」
は
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
風
景
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
（
賃
貸
兵
舎
住
宅
）」
と
呼
ば
れ
る
、
主
と
し
て

労
働
者
用
の
集
合
住
宅
と
そ
こ
に
住
む
人
び
と
の
生
活
に
着
目
し
、
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
素
描
画
家
と
し
て
名
高
い
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ツ

ィ
レ
の
作
品
と
の
関
連
を
論
じ
て
い
る
。
一
方
「
ナ
チ
ズ
ム
と
ベ
ル
リ
ン
」
は
ル
ネ
・
ケ
ー
ニ
ヒ
の
『
回
想
録
』
に
お
け
る
ベ
ル
リ

ン
論
に
ヒ
ン
ト
を
え
て
、「
亡
命
者
都
市
ベ
ル
リ
ン
」
と
い
う
観
点
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
「
社
会
の
崩
壊
」
の
一
面
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
直
接
ベ
ル
リ
ン
を
主
題
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
ベ
ル
リ
ン
を
念
頭
に
お
い
た
関
連
す
る
論
文
と
し
て
「
ジ
ン
メ
ル
と
１

９
２
０
年
代
」、「
ド
イ
ツ
印
象
主
義
の
社
会
的
側
面
」、
及
び
「
遊
歩
者
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ベ
ル
リ
ン
論
と
い
う



論　　　説

（ ）１９２（甲南法学’ １７）５７─３・４─４

よ
り
も
筆
者
な
り
の
現
代
的
都
市
文
化
論
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
都
市
文
化
論
の
理
論
的
背
景
に
あ
た
る
も
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
芸
術
上
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
運
動
の
基
盤
と
し
て
現
代
的
大
都
市
を
位
置
づ
け
、
大
都
市
的
精
神
状
況
に
お
け
る
芸
術
運

動
と
政
治
思
想
の
関
連
に
注
目
し
た
論
文
で
あ
る
。「
ジ
ン
メ
ル
と
１
９
２
０
年
代
」
に
お
い
て
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
都
市
論
を
中
心
に
、

彼
の
流
行
論
や
表
現
主
義
論
を
通
し
て
、
ジ
ン
メ
ル
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
論
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、「
ド
イ
ツ
印
象
主
義
の
社
会
的
側

面
」
で
は
印
象
主
義
の
社
会
的
基
盤
を
現
代
的
大
都
市
の
成
立
に
求
め
て
い
る
。「
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
遊
歩
者
」
に
お
い
て
は
、
現
代
的

大
都
市
の
成
立
期
に
あ
た
る　

世
紀
前
半
の
パ
リ
に
叢
生
し
た
と
言
わ
れ
る
「
遊
歩
者
」
の
精
神
史
的
意
味
を
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

１９

「
遊
歩
者
」
論
に
即
し
て
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
ベ
ル
リ
ン
の
遊
歩
者
に
つ
い
て
も
若
干
言
及
し
た
。
こ
れ
ら
の
私
の
論
文
の
な
か
に

は　

年
以
上
前
に
書
か
れ
た
も
の
も
あ
り
、
お
の
ず
と
本
論
文
の
関
心
と
ず
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
あ
る
程
度
共
通
す

２０
る
問
題
関
心
に
お
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

（
３
）
パ
リ
を
「　

世
紀
の
首
都
」
と
呼
ん
だ
の
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
だ
っ
た
が
、「　

世
紀
の
首
都
」
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
す
れ
ば
、

１９

２０

ベ
ル
リ
ン
は
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
も
の
の
「
１
９
２
０
年
代
の
首
都
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
近
代
か
ら
現

代
へ
の
移
行
期
」
に
当
た
る
の
が
世
紀
転
換
期
か
ら
１
９
２
０
年
代
に
至
る
時
期
で
あ
り
、
現
代
化
の
第
一
次
段
階
が
世
紀
転
換
期

に
始
ま
り
、
そ
の
第
二
段
階
に
あ
た
る
の
が
１
９
２
０
年
代
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
に
は
「
世
界
都
市
（W

eltstad
t

 
       
 
）」
と
い
う
表

現
が
あ
り
、
世
紀
転
換
期
以
降
ベ
ル
リ
ン
は
「
世
界
都
市
」
を
自
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
が
長
ら
く
「
世
界
都
市
」
と

し
て
意
識
し
て
い
た
の
は
隣
国
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
パ
リ
で
あ
っ
た
が
、
世
紀
転
換
期
以
降
「
世
界
都
市
」
イ
メ
ー
ジ
に
転
換
が
見
ら

れ
、
パ
リ
に
代
わ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
シ
カ
ゴ
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
都
市
が
「
世
界
都
市
」
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ 
た 
。
ベ
ル
リ
ン
は
今
や
パ
リ
を
凌
ぎ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
も
肩
を
並
べ
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
１
９
２

（
６
）
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０
年
代
に
も
な
る
と
、
文
化
的
活
性
化
と
い
う
点
で
は
パ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
も
凌
ぎ
、「
ベ
ル
リ
ン
を
制
す
る
者
は
世
界
を
制
す

る
」（
ツ
ッ
ク
マ
イ
ア 
ー 
）
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

（
７
）

　

本
論
文
は
こ
の
時
期
の
ベ
ル
リ
ン
の
「
都
市
生
活
」
と
「
都
市
文
化
」
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
題
と
し
て
い
る
が
、

で
き
る
だ
け
具
体
的
な
実
態
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に
、
何
人
か
の
人
物
の
『
回
想
録
』
に
見
ら
れ
る
ベ
ル
リ
ン
論
を
題
材
と

し
て
用
い
て
い
る
。
ま
ず
論
文
全
体
の
導
入
と
し
て
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
（S

tefan
Z
w
eig

 
     
  
 
   

）
の
回
想
録
に
即
し
て
世
紀

転
換
期
の
ベ
ル
リ
ン
に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
い
く
つ
か
の
論
点
を
と
り
だ
す
こ
と
に
し
た
い
。

　

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
「
回
想
録
」
に
お
い
て
は
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
ウ
ィ
ー
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
の
い
わ
ば
比
較
都

市
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
つ
い
て
の
考
察
は
短
い
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
し
て
い
る
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
比
較
都
市
論

は
中
上
流
教
養
市
民
層
の
自
由
な
物
書
き
の
見
方
に
制
約
さ
れ
て
い
る
が
、
都
市
文
化
の
拡
が
り
と
都
市
文
化
の
担
い
手
に
注
目
し

て
お
り
、
本
論
文
の
基
準
と
な
る
観
点
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
あ
と
に
取
り
上
げ
る
三
つ
の
「
回
想
録
」
は
い
ず
れ
も
ワ
イ
マ
ー
ル

共
和
国
時
代
の
ベ
ル
リ
ン
を
同
時
代
と
し
て
体
験
し
た
青
年
た
ち
の
見
聞
に
基
づ
い
て
い
る
。
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
は
ユ

ダ
ヤ
系
の
上
流
教
養
市
民
層
出
身
の
大
学
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ク
タ
ー
も
大
学
出
の
教
養
市
民
層
で
は
あ
っ
た

が
、
共
産
党
や
社
会
民
主
党
に
も
所
属
し
て
い
た
政
治
的
関
心
の
旺
盛
な
青
年
と
し
て
、
ギ
ル
バ
ー
ト
と
は
別
の
世
界
を
生
き
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
最
後
に
取
り
上
げ
る
エ
ル
ン
ス
ト
・
エ
ー
リ
ヒ
・
ノ
ー
ト
は
貧
困
層
の
出
身
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
集
合
住
宅
で

貧
し
い
青
少
年
時
代
を
お
く
っ
た
。
な
お
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
と
ギ
ル
バ
ー
ト
は
ユ
ダ
ヤ
系
ゆ
え
に
、
パ
ク
タ
ー
と
ノ
ー
ト
は
左
翼
活
動
ゆ

え
に
亡
命
し
て
い
る
。
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１
、
世
紀
転
換
期
の
ベ
ル
リ
ン
─
『
昨
日
の
世
界
』（
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
）
か
ら

　

（
１
）「
昨
日
の
世
界
」

　

世
紀
転
換
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
都
市
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
自
伝
的
書
物
で
あ
る
『
昨
日

の
世 
界 
』
に
お
け
る
都
市
観
察
を
検
討
す
る
の
が
有
益
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
彼
の
「
ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ
ス
ロ
マ
ン
」（「
教
養
小
説
」）
と

（
８
）

言
っ
て
い
い
内
容
の
前
半
か
ら
、
次
第
に
転
調
し
、
最
後
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
世
界
に
対
す
る
文
字
通
り
の
遺
言
の
書
と
な
っ

た
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
個
人
の
、
あ
る
い
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
上
流
市
民
階
級
の
視
野
に
制
約
さ
れ
て
は
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
世
界

へ
の
格
好
の
入
門
書
で
も
あ
り
、
既
に
著
名
な
書
物
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
に
値
す
る
。

　

「
昨
日
の
世
界
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
第
一
次
大
戦
以
前
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
は
「
安
定
の
黄
金
時
代
」
で
あ
っ

た
。
す
べ
て
が
安
定
的
な
「
持
続
」
の
上
に
築
か
れ
て
い
た
。
誰
も
が
自
分
は
ど
れ
だ
け
所
有
し
、
ど
れ
だ
け
自
分
に
入
っ
て
く
る

の
か
知
っ
て
お
り
、
何
が
許
さ
れ
何
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
わ
き
ま
え
て
い
た
。
万
事
が
そ
の
規
範
を
も
ち
、
自
己
の
一
定
の
精機

神
の

機

機

「
度
量
衡

機

機

機

」
を
も
っ
て
い
た
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
言
う
「
精
神
の
度
量
衡
」
は
１
９
２
０
年
代
に
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
特

に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
う
し
た
安
定
に
由
来
す
る
利
益
を
享
受
し
た
の
は
当
初
は
た
だ
「
持
て
る
人
び
と
」
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

次
第
に
広
範
な
大
衆
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ひ
と
は
聖
書
よ
り
も
「
進
歩

機

機

」
を
信
じ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が

モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
で
あ
っ
た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
の
路
上
に
は
、
夜
、
ほ
の
暗
い
明
か
り
に
代
わ
っ
て
電
燈

機

機

が
輝
い
て
い
た
。
ガ
ス
燈
の
時
代
は
過
ぎ
去
り
、
い
ま
や
電

気
の
時
代
に
な
っ
て
い
た
。
商
店
は
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

機

機

機

機

機

機

機

機

を
は
じ
め
人
の
心
を
そ
そ
る
美
観
を
呈
す
る
よ
う
に
な
り
、
リ
ン
グ
大
通

り
の
よ
う
な
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
郊
外
に
い
た
る
ま
で
が
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
モ
ダ
ン
ラ
イ
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フ
が
広
く
行
き
渡
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
電
話

機

機

も
登
場
し
て
い
た
し
、
馬
を
必
要
と
し
な
い
車
、
路
面
電
車

機

機

も
街
頭
の
日
常
風
景
に

な
っ
て
い
た
。
水
も
苦
労
し
て
運
ぶ
必
要
は
な
く
な
り
、
火
も
ガ
ス
栓
を
ひ
ね
れ
ば
つ
く
よ
う
に
な
り
、
シ
ス
テ
ム
に
支
配
さ
れ
る

こ
と
で
快
適
な
生
活
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
家
は
チ
ェ
コ
の
メ
ー
レ
ン
地
方
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
系
の
商
人
だ
っ
た
が
、
ウ
ィ
ー
ン
に
移
住
す
る
と
直
ち
に
上
層
の
文

化
圏
に
適
応
し
、
息
子
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
も
恵
ま
れ
た
青
少
年
時
代
を
お
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
生
で
あ
る
こ
と
が
ま
だ
多
大
な

特
権
を
意
味
す
る
時
代
、
彼
は
大
学
で
自
由
気
ま
ま
な
生
活
を
愉
し
ん
だ
。
兄
が
父
親
の
会
社
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
シ
ュ
テ

フ
ァ
ン
は
家
業
を
継
ぐ
必
要
も
な
か
っ
た
か
ら
、
彼
の
大
学
入
学
も
「
家
門
の
名
誉
に
博
士
の
称
号
」
が
加
え
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
よ

い
だ
け
の
話
で
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
家
に
と
っ
て
ど
ん
な
種
類
の
博
士
号
か
は
ど
う
で
も
よ
く
、
そ
れ
は
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
本
人
に
と
っ
て

も
同
じ
だ
っ
た
。
す
で
に
文
学
に
心
底
惚
れ
て
い
た
彼
に
と
っ
て
、
大
学
で
専
門
的
に
講
義
さ
れ
る
学
問
は
何
一
つ
関
心
を
ひ
か
ず
、

大
学
は
彼
の
「
芸
術
に
お
け
る
努
力
」
の
た
め
に
獲
得
さ
れ
た
完
全
に
自
由
な
２
、
３
年
間
と
い
う
以
上
の
意
味
を
も
た
な
か
っ
た
。

一
日　

時
間
が
す
べ
て
彼
の
も
の
だ
っ
た
。
は
や
く
し
て
才
能
を
認
め
ら
れ
た
彼
は
、　

歳
に
し
て
自
分
の
詩
集
を
有
力
な
出
版
社

２４

１９

か
ら
刊
行
し
、
有
名
な
作
曲
家
マ
ッ
ク
ス
・
レ
ー
ガ
ー
が
彼
の
詩
に
曲
を
つ
け
た
い
と
申
し
出
て
き
た
。
そ
し
て
彼
は
学
生
に
し
て

ウ
ィ
ー
ン
の
有
力
紙
「
ノ
イ
エ
・
フ
ラ
イ
エ
・
プ
レ
ッ
セ
」
の
文
芸
欄
執
筆
者
の
地
位
を
獲
得
し
た
。

　

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
ほ
ど
の
成
功
は
珍
し
い
例
で
あ
る
に
せ
よ
、
彼
と
同
様
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
、
稼
ぐ
必
要
が
な
く
自
由
な
生
活

を
お
く
っ
た
ひ
と
は
少
な
か
ら
ず
い
た
。
な
か
に
は
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
的
生
活
に
興
じ
る
者
も
い
た
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
友
人
で
プ
ル
ー
ス

ト
の
共
訳
者
で
も
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ヘ
ッ
セ
ル
（F

ran
z
H
essel

 
   
   
     
）
も
そ
の
よ
う
な
人
物
の
一
人
だ
っ
た
。
彼
は
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の

一
歳
年
上
で
ほ
ぼ
同
年
代
に
あ
た
る
だ
け
で
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
裕
福
な
子
弟
だ
っ
た
点
も
同
じ
で
あ
る
。
経
済
的
努
力
に
よ
っ
て

社
会
的
に
上
昇
し
た
父
親
の
お
か
げ
で
さ
し
た
る
苦
労
も
せ
ず
恵
ま
れ
た
青
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
こ
と
や
、
大
学
で
地
道
な
研
究
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に
打
ち
込
む
意
欲
が
な
か
っ
た
点
で
も
同
じ
だ
っ
た
。
ヘ
ッ
セ
ル
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ビ
ン
グ
で
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
的
生
活
を

お
く
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ 
た 
。
（
９
）

　

（
２
）
典
雅
な
ウ
ィ
ー
ン
と
活
力
の
ベ
ル
リ
ン

　

再
び
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
に
戻
ろ
う
。
若
く
し
て
世
に
認
め
ら
れ
た
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
で
は
あ
っ
た
が
、
伝
統
の
重
荷
を
負
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
は

何
か
と
不
都
合
だ
っ
た
。
や
が
て
彼
は
ベ
ル
リ
ン
に
逃
避
し
て
い
く
。「
あ
ら
ゆ
る
安
定
し
た
市
民
的
雰
囲
気
を
逃
れ
、
そ
の
か
わ
り

に
、
解
放
さ
れ
て
、
ま
っ
た
く
自
分
だ
け
を
頼
り
に
生
活
を
す
る
」
と
い
う
の
が
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
に
と
っ
て
ベ
ル
リ
ン
に
逃
避
す
る

企
て
の
意
味
で
あ
っ
た
。
当
時
ウ
ィ
ー
ン
は
す
で
に
「
ロ
ー
カ
ル
」
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
、
ベ
ル
リ
ン
の
方
に
は
「
世
界
都
市
」
の

香
り
が
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
同
様
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
も
、
彼
は
一
学
期
に
た
っ
た
二
度
大
学
に
足
を
踏
み
入
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

「
私
が
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
求
め
た
も
の
」
は
「
友
人
で
も
講
義
で
も
教
授
」
で
も
な
く
、「
よ
り
高
度
で
い
っ
そ
う
完
璧
な
種
類
の

自
由
」
だ
っ
た
、
と
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
率
直
に
語
っ
て
い
る
。

　

だ
が
同
じ
ド
イ
ツ
語
を
話
す
と
は
い
え
、
ウ
ィ
ー
ン
と
は
ま
っ
た
く
違
う
文
化
風
土
が
ベ
ル
リ
ン
に
は
あ
っ
た
。
彼
は
急
速
に
、

大
学
と
い
う
閉
鎖
的
空
間
に
で
は
な
く
、
よ
り
開
か
れ
た
世
紀
転
換
期
の
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
都
会
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
く
。
そ
れ

に
し
て
も
華
麗
で
典
雅
な
ウ
ィ
ー
ン
、「
食
事
も
女
性
」
も
「
魅
力
的
」
な
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
、
味
気
な
い
「
ア
メ
リ
カ
的
」
都
市
と
言

わ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
に
移
っ
て
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
一
体
ど
こ
に
惹
か
れ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
「
黄
昏
」
は
じ
め
て
い
た

ウ
ィ
ー
ン
と
違
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
は
「
き
わ
め
て
興
味
深
い
、
歴
史
的
な
時
期
」
に
あ
た
っ
て
お
り
、
殺
風
景
で
小
さ
く
、
豊
か
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
首
都
か
ら
ド
イ
ツ
帝
国
の
首
都
に
格
上
げ
と
な
り
、
急
速
に
「
世
界
都
市
」
へ
の
上
昇
を

開
始
し
た
、
そ
の
過
渡
期
の
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
は
か
つ
て
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
や
ド
レ
ー
ス
デ
ン
は
も
ち
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ろ
ん
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
朝
の
帝
都
ウ
ィ
ー
ン
を
さ
え
尻
目
に
、
才
能
あ
る
人
や
野
心
家
を
惹
き
つ
け
、
大
企
業
、
富
裕
層
、
芸
術

家
、
作
家
の
多
く
は
ベ
ル
リ
ン
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

「〈
新
し
い
〉
文
学
が
わ
が
ウ
ィ
ー
ン
よ
り
も
い
っ
そ
う
活
発
に
、
い
っ
そ
う
衝
撃
的
に
振
舞
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
こ

で
は
デ
ー
メ
ル
や
そ
の
ほ
か
の
若
い
詩
人
た
ち
に
会
え
る
と
い
う
こ
と
、
そ
こ
で
は
絶
え
ず
雑
誌
や
カ
バ
レ
ッ
ト
（
キ
ャ
バ

レ
ー
＝
文
学
寄
席
）
や
劇
場
が
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
要
す
る
に
、
そ
こ
で
は
ウ
ィ
ー
ン
言
葉
で
言
う
〈
何
ご
と
か
が

起
こ
っ
て
い
た
〉
と
い
う
こ
と
を
知
る
だ
け
で
、
私
に
は
十
分
で
あ
っ 

　

な
ぜ
こ
う
し
た
違
い
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ウ
ィ
ー
ン
は
数
百
年
の
伝
統
と
集
中
し
た
権
力
に
よ
っ
て
依
然
と
し
て
ベ
ル
リ

ン
を
凌
駕
し
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
ま
た
伝
統
的
な
も
の
に
縛
ら
れ
、
お
の
れ
の
過
去
に
と
ら
わ
れ
て
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
て

お
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
総
称
さ
れ
る
若
い
人
び
と
の
大
胆
な
実
験
に
、「
慎
重
か
つ
傍
観
者
的
」
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
他
方
ベ
ル

リ
ン
に
お
い
て
は
、
伝
統
の
貧
弱
な
こ
と
が
か
え
っ
て
有
利
に
作
用
し
た
。
か
つ
て
そ
の
威
光
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
を
含
め
た
中
部
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
都
市
に
位
置
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
く
ウ
ィ
ー
ン
だ
っ
た
が
、
い
ま
や
ド
イ
ツ
国
内
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
中

部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
心
と
才
能
の
あ
る
若
い
連
中
は
ベ
ル
リ
ン
に
向
か
い
始
め
て
い
た
。

　

と
は
い
え
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
正
直
に
告
白
し
て
い
る
。
歴
史
豊
か
で
典
雅
な
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
や
っ
て
き
た
当
初
は
幾
分

幻
滅
し
た
。
そ
こ
で
は
食
事
や
飲
物
の
粗
末
さ
は
言
う
に
及
ば
ず
、
女
性
の
服
装
や
身
の
こ
な
し
な
ど
、
お
し
な
べ
て
「
優
雅
さ
」

が
欠
け
て
い
た
。
都
心
部
に
拡
が
る
緑
地
帯
テ
ィ
ア
ガ
ル
テ
ン
は
や
や
「
成
金
」
風
で
あ
っ
た
し
、
都
心
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
通
り 

や
ラ
イ
プ
チ
ヒ
通
り
に
し
て
も
ま
だ
空
き
地
が
あ
っ
た
。
軽
快
で
魅
力
的
な
「
浪
費
」
の
可
能
性
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、

（　

）
１０た
」。
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ス
タ
ー
ル
夫
人
が
百
年
ほ
ど
前
に
述
べ
た
の
と
同
様
に
、「
清
潔
さ
」
と
「
秩
序
正
し
さ
」
の
都
市
と
言
っ
て
い
い
の
が
ベ
ル
リ
ン
だ

っ 
　

し
か
し
そ
の
よ
う
に
ベ
ル
リ
ン
の
表
層
ば
か
り
で
見
て
い
た
の
で
は
、
従
来
の
型
に
は
ま
っ
た
ベ
ル
リ
ン
像
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は

な
い
。
ベ
ル
リ
ン
は
急
激
に
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
む
し
ろ
絶
え
ず
変
化
し
続
け
る
と
こ
ろ
に
ベ
ル
リ
ン
の
独
自
性
が
あ
る
の
だ
と

い
う
議
論
（
シ
ェ
フ
ラ
ー
）
も
あ
っ
た
。
上
昇
す
る
ベ
ル
リ
ン
、
可
能
性
の
未
来
の
都
市
ベ
ル
リ
ン
の
魅
力
は
圧
倒
的
だ
っ
た
。
そ

の
気
に
な
れ
ば
、
新
し
い
活
気
に
満
ち
た
サ
ー
ク
ル
を
探
す
の
は
容
易
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
来
り
つ
つ
あ
る
者
た
ち
（d

ie

 
   

K
o
m
m
en
d
en

 
 
 
 
  
 
  

）」
と
い
う
名
前
の
グ
ル
ー
プ
を
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
紹
介
し
て
い 

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
集
会
は
ベ
ル
リ
ン
西
地
区
の
ノ

レ
ン
ド
ル
フ
広
場
に
面
し
た
カ
フ
ェ
で
開
催
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
詩
人
や
建
築
家
、
ス
ノ
ッ
ブ
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
織
物
工
芸
家

や
女
流
彫
刻
家
を
装
う
若
い
娘
た
ち
」、
出
身
地
か
ら
言
え
ば
、
ロ
シ
ア
の
学
生
や
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
女
性
、
ド
イ
ツ
国
内
で
は

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
人
、
バ
イ
エ
ル
ン
人
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
、「
き
わ
め
て
異
質
な
者
」
同
士
が
ひ
し
め
き
あ

っ
て
い
た
。
い
つ
も
同
じ
仲
間
と
顔
を
突
き
合
わ
せ
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
に
は
到
底
見
ら
れ
な
い
光
景
だ
っ
た
。
伝
統
に
と
ら
わ
れ
な

い
自
由
な
雰
囲
気
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
、
と
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
報
告
し
て
い
る
。
熱
気
あ
ふ
れ
る
議
論
、
荒
々
し
い
勝
手
気
儘
な
議
論

が
繰
り
返
さ
れ
、
詩
や
戯
曲
の
朗
読
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
に
も
異
質
な
者
は
い
た
は
ず
で
は
あ
っ
た
が
、
互
い
に
接
触
す

る
機
会
が
乏
し
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
対
決
す
る
機
会
は
い
っ
そ
う
少
な
か
っ
た
。

　

パ
リ
に
遅
れ
て
よ
う
や
く
や
っ
て
き
た
、
し
か
し
短
命
な
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
時
代
」
の
ベ
ル
リ
ン
に
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
立
ち
会
っ 

て
い
た
の
で
あ
る
。
演
劇
批
評
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ユ
リ
ウ
ス
・
バ
ー
プ
（Ju

liu
s
B
ab

    
   
   
  

）
は
数
年
後
、『
ベ
ル
リ
ン
の
ボ
ヘ
ミ

ア 

と
題
す
る
書
物
を
著
わ
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
の
最
後
の
時
代
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
や
が
て
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
た
ち

は
「
西
地
区
カ
フ
ェ
（
カ
フ
ェ
・
デ
ス
・
ヴ
ェ
ス
テ
ン
ス
）」
に
結
集
し
た
。
カ
フ
ェ
は
「
誇
大
妄
想
カ
フ
ェ
」
と
呼
ば
れ
評
判
に
な

（　

）
１１た
。

（　

）
１２る
。

（　

）
１３ン
』
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っ
た
。
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
も
「
展
示
」
さ
れ
、
そ
れ
を
目
当
て
に
カ
フ
ェ
に
来
る
人
も
い
た
。
商
品
＝
展
示
価
値
の
増
大
と
と
も
に
ボ
ヘ

ミ
ア
ン
は
消
滅
す
る
運
命
に
あ
っ
た
。

　

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
ウ
ィ
ー
ン
で
の
交
友
関
係
は
、
ほ
と
ん
ど
市
民
階
級
に
限
ら
れ
、
そ
の
大
半
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
出
で

あ
り
、
お
互
い
安
全
な
生
活
を
事
実
上
保
障
さ
れ
た
同
質
的
関
係
に
あ
っ
た
が
、
そ
う
い
う
「
安
全
確
実
」
で
あ
る
こ
と
へ
の
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
も
あ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
交
友
関
係
は
ウ
ィ
ー
ン
で
は
お
よ
そ
接
触
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
環
境
に

お
い
て
展
開
さ
れ
た
。
サ
ー
ク
ル
以
外
で
は
小
さ
な
安
酒
場
や
カ
フ
ェ
に
出
か
け
、
大
酒
の
み
や
モ
ル
ヒ
ネ
中
毒
者
と
い
っ
た
社
会

の
周
辺
の
ひ
と
と
も
付
き
合
い
を
も
っ
た
。
意
外
な
こ
と
に
東
方
ユ
ダ
ヤ
人
と
は
じ
め
て
接
触
を
持
っ
た
の
は
ウ
ィ
ー
ン
で
は
な
く

ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品

の
一
部
を
翻
訳
し
て
く
れ
た
ロ
シ
ア
人
、
ム
ン
ク
の
絵
を
見
せ
て
く
れ
た
ス
ェ
ー
デ
ン
人
、
そ
し
て
降
神
術
サ
ー
ク
ル
と
の
出
会
い

も
あ
っ
た
。
い
か
が
わ
し
く
も
猥
雑
で
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
に
は
異
質
な
も
の
と
衝
突
す
る
だ
け
の
活
力
が
あ
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
が
世

界
都
市
の
精
神
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
ベ
ル
リ
ン
で
私
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
い
つ
も
新
し
い
、
い
つ
も
別
な
人
間
と
一
緒
に
お
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
感
激
さ
せ
ら

れ
、
幻
滅
を
味
あ
わ
さ
れ
、
欺
か
れ
さ
え
し
た
。
私
は
思
う
の
だ
が
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
ほ
ん
の
一
学
期
、
完
全
な
自
由

の
最
初
の
学
期
ほ
ど
た
っ
ぷ
り
と
精
神
的
な
交
流
を
堪
能
し
た
こ
と
は
な
か
っ 

　

ウ
ィ
ー
ン
と
対
比
し
て
ベ
ル
リ
ン
で
の
体
験
を
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
こ
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
比
較
の
対
象
が
変
わ
れ

（　

）
１４た
」。
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ば
見
え
て
く
る
面
も
ち
が
っ
て
く
る
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
次
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
経
て
パ
リ
に
到
着
す
る
が
、
そ
こ
は
伝
統
豊
か
な
都

市
と
は
い
え
ウ
ィ
ー
ン
と
は
違
っ
た
街
が
あ
っ
た
。
彼
は
パ
リ
を
知
る
に
は
ベ
ル
リ
ン
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
言

う
が
、
パ
リ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
と
は
別
の
目
で
ベ
ル
リ
ン
を
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ト
ロ
ツ
キ
ー

も
述
べ
て
い
る
よ
う 

当
時
の
ベ
ル
リ
ン
で
は
対
立
は
む
き
出
し
の
裸
形
で
あ
ら
わ
れ
、
階
級
意
識
は
先
鋭
化
し
て
い
た
。
一
般

社
会
と
い
う
か
広
く
共
有
さ
れ
た
社
交
世
界
は
ベ
ル
リ
ン
に
は
存
在
し
な
い
も
同
然
だ
っ
た
、
と
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
言
っ
て
い
る
。
将

校
の
奥
方
た
ち
は
同
類
た
ち
と
の
つ
き
合
い
に
満
足
し
て
お
り
、
教
師
の
夫
人
と
は
つ
き
あ
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
し
、
教
師
の
夫

人
は
ま
た
商
人
の
お
か
み
さ
ん
と
つ
き
あ
お
う
と
は
せ
ず
、
商
人
の
お
か
み
さ
ん
は
労
働
者
の
細
君
と
は
決
し
て
つ
き
あ
お
う
と
は

し
な
か
っ
た
。
部
分
社
会
が
そ
れ
だ
け
で
自
足
し
、
他
の
部
分
社
会
と
は
交
わ
ら
ず
、
分
断
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
同
時
期
の
ベ

ル
リ
ン
の
社
交
界
を
描
い
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
の
小
説
『
怠
け
者
の
天
国
（
伯
林
ソ
ナ 

は
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
観
察
を
裏
づ
け
て

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
パ
リ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
、
自
ら
ノ
レ
ン
ド
ル
フ
広
場
の
カ
フ
ェ
で
体
験
し
た
よ
う
な
異

質
な
も
の
の
ぶ
つ
か
り
合
い
は
、
社
会
の
限
ら
れ
た
部
分
で
し
か
成
り
立
っ
て
い
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

（
３
）
パ
リ
の
魅
力
─
街
路　

浮
か
れ
歩
き　

リ
ル
ケ

　
　

、
８
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
宮
廷
貴
族
が
市
民
階
級
全
般
を
の
み
こ
む
よ
う
な
か
た
ち
で
一
般
的
な
社
交
世
界
が
形
成
さ
れ

１７
た
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
で
は
そ
れ
が
形
成
さ
れ
ず
、
貴
族
と
市
民
層
が
分
断
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
市
民
層
内
部
で

は
経
済
市
民
層
と
教
養
市
民
層
と
が
分
断
さ
れ
て
い
た
と
い
う
歴
史
的
事
情
に
つ
い
て
は
、
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
エ
リ
ア
ス
が
述
べ
て
い

る 

ま
た
フ
リ
ッ
ツ
・
リ
ン
ジ
ャ
ー
は　

世
紀
後
半
以
降
の
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
生
の
社
会
的
基
盤
を
比
較
し
て
、
そ
う

１９

し
た
歴
史
的
事
情
が　

世
紀
初
頭
ま
で
は
少
な
く
と
も
続
い
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い 

２０ （　

）
１５に
、

（　

）
１６タ
）』

（　

）
１７し
、

（　

）
１８る
。
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パ
リ
の
場
合
は
ま
っ
た
く
事
情
が
ち
が
っ
て
い
た
。
革
命
の
遺
産
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
ベ
ル
リ
ン
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
社

会
の
部
分
社
会
へ
の
分
断
は
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
も
そ
の
雇
い
主
も
お
互
い
を
「
自
由
で

重
要
な
市
民
」
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
し
、
カ
フ
ェ
で
は
ボ
ー
イ
も
将
軍
と
同
僚
で
あ
る
か
の
よ
う
に
握
手
し
て
い
る
し
、
プ
チ
・

ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
細
君
は
売
春
婦
を
軽
蔑
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
階
級
の
障
壁
が
な
か
っ
た
と
言
え
ば
言
い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
が
、
そ

の
壁
を
横
断
し
広
が
る
共
通
の
世
界
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

「
パ
リ
に
は
た
だ
さ
ま
ざ
ま
な
対
立
す
る
も
の
の
並
立
だ
け
が
あ
り
、
上
も
な
け
れ
ば
下
も
な
か
っ
た
。
豪
華
な
通
り
と
そ

れ
に
並
ん
だ
汚
い
通
り
抜
け
と
の
間
に
は
い
か
な
る
眼
に
見
え
る
境
も
な
く
、
い
た
る
と
こ
ろ
が
同
じ
よ
う
に
生
き
生
き
と

し
て
、
朗
ら
か
で
あ
っ 

共
有
さ
れ
た
文
化
の
拡
が
り
と
定
着
の
度
合
い
。
現
代
に
も
通
用
す
る
都
会
性
と
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
パ
リ

に
お
い
て
は
、
と
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
続
け
て
い
る
。

「
単
に
ぶ
ら
つ
く
こ
と
が
す
で
に
楽
し
み
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
常
住
不
断
の
勉
強
で
も
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
何
人

に
も
開
放
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…　

一
度
浮
か
れ
歩
き
を
覚
え
る
と
、
家
に
じ
っ
と
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
か
っ
た
。
街
路
は
磁
石
の
よ
う
に
人
を
惹
き
つ
け
、
万
華
鏡
の
よ
う
に
絶
え
ず
新
し
い
も
の
を
示
し
た
。
…
…　

た

だ
一
つ
の
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
家
に
と
ど
ま
っ
た
り
、
家
に
帰
っ
た
り
す
る
こ
と
で
あ 

（　

）
１９た
」。

（　

）
２０る
」。
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名
言
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
パ
リ
に
対
す
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
容
易
に
み
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ぶ
ら
ぶ
ら
パ
リ
の
街
並
み
を
散
歩
す
る
の
は
「
楽
し
い
」、
と
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
賛
美
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
の
最
大
の
魅
力
は
街

路
と
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
で
あ
っ
た
。「
浮
か
れ
歩
き
」
の
原
語
は
「
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
」
を
意
味
す
るB

u
m
m
eln

 
 
 
 
   

（
ブ
ン
メ
ル
ン
）

で
あ
り
、
今
日
な
ら
「
遊
歩
」
と
訳
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、「
ブ
ン
メ
ル
ン
」
を
「
浮
か
れ
歩
き
」
と
訳
し
た
原
田
義
人
の
翻

訳
に
は
味
わ
い
深
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
引
用
し
た
。
階
級
横
断
的
に
共
有
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
上
に
街
を

「
浮
か
れ
歩
き
」
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
が
築
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
た
だ
単
に
建
物
の
華
美
さ
や
娯
楽
装
置
が
完
備
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
と
は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
に
満
足
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
都
市
の
「
最
も
隠
れ
た
も
の
」
は
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
に

よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、「
最
良
の
ひ
と
」
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
彼
ら
と
の
交
流
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
、
と
考
え
る
。
い

か
に
も
後
に
「
偉
人
た
ち
」
の
伝
記
作
者
と
し
て
名
を
あ
げ
る
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
な
ら
で
は
の
発
言
で
あ
り
、
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
に
対
す
る

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
も
こ
の
辺
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
最
良
の
ひ
と
」
と
の
良
好
な
関
係
は
例
え
ば
バ
ザ
ル
ジ

ェ
ッ
ト
や
ヴ
ェ
ル
ハ
ー
レ
ン
と
の
間
に
生
じ
た
。
逸
せ
な
い
の
は
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
が
「
私
の
世
紀
の
最
大
の
詩
人
」
と
呼
ぶ
リ
ル
ケ
と

の
出
会
い
で
あ
る
。
元
来
内
気
で
控
え
め
だ
っ
た
リ
ル
ケ
で
は
あ
っ
た
が
、
パ
リ
と
い
う
都
会
に
は
心
を
開
放
し
た
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク

に
よ
れ
ば
、
リ
ル
ケ
は
「
あ
ら
ゆ
る
些
細
な
も
の
を
注
意
深
く
眺
め
、
看
板
に
書
か
れ
た
名
前
さ
え
も
」、
そ
れ
が
「
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な

響
き
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
、
喜
ん
で
声
に
出
し
た
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
に
と
っ
て
理
想
的
な
遊
歩
者
が
リ
ル
ケ
だ
っ
た
。

　

最
後
に
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
回
想
録
を
都
市
文
化
論
の
観
点
か
ら
総
括
し
て
お
こ
う
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
都
市
文
化
の
性
格
に
そ
の
社
会

的
な
拡
が
り
と
い
う
点
か
ら
注
目
し
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
都
市
文
化
は
彼
も
属
す
る
上
流
市
民
層
と
貴
族
に
よ
っ
て
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構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
リ
、
ベ
ル
リ
ン
な
ど
と
比
べ
る
と
「
品
が
よ
く
」、
ま
た
「
優
雅
」
で
あ
っ
た
。
だ
が
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
階
級

は
層
が
薄
く
、
都
市
文
化
の
担
い
手
は
社
会
の
限
定
的
部
分
で
あ
り
、
実
際
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
交
友
範
囲
も
狭
く
限
ら
れ
て
い
た
。
一

方
ベ
ル
リ
ン
の
場
合
は
元
来
軍
人
都
市
、
官
僚
都
市
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
に
市
民
階
級
が
育
っ
て
き
た
の
は
よ
う
や
く　

世
紀
前
半

１９

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
都
市
文
化
の
萌
芽
は
こ
の
頃
に
求
め
ら
れ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
と
の
対
比
で
言
え
ば
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
文

化
は
市
民
的
で
官
僚
的
で
あ
る
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
ベ
ル
リ
ン
を
清
潔
で
秩
序
正
し
い
都
市
と
呼
ん
で
い
る
。
パ
リ
は
こ
の
点
で
比
較

す
れ
ば
、
パ
リ
は
基
本
的
に
ウ
ィ
ー
ン
同
様
、
上
流
市
民
層
と
宮
廷
貴
族
を
主
た
る
担
い
手
と
す
る
都
市
文
化
を
も
っ
て
い
た
が
、

ウ
ィ
ー
ン
と
比
べ
る
と
そ
の
文
化
が
小
市
民
層
に
ま
で
浸
透
し
、
よ
り
拡
が
り
を
も
っ
た
文
化
に
な
っ
て
い
る
、
と
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は

観
察
し
て
い
る
。
一
方
ベ
ル
リ
ン
に
は
、
パ
リ
と
の
比
較
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ウ
ィ
ー
ン
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
拡
が
り
の

あ
る
共
有
さ
れ
た
文
化
が
欠
け
て
お
り
、
そ
の
分
だ
け
社
会
的
対
立
は
む
き
出
し
の
形
を
と
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
に
お
い

て
異
質
な
も
の
の
存
在
は
並
存
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
対
立
へ
と
尖
鋭
化
し
が
ち
で
、
そ
れ
は
一
方
で
社
会
を
分
断
化
し
、
相
互

の
無
関
心
を
生
み
だ
し
も
す
る
が
、
他
方
に
お
い
て
社
会
的
、
文
化
的
活
力
を
生
み
だ
す
も
と
に
も
な
っ
た
。
し
か
し
文
明
化
の
拡

張
力
が
大
き
く
、
社
会
階
級
や
職
業
の
相
違
を
超
え
て
共
有
さ
れ
る
文
化
が
生
ま
れ
て
い
た
パ
リ
の
方
に
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
よ
り
魅

了
さ
れ
て
い
る
。

２
、
ギ
ル
バ
ー
ト
と
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国

　

小
冊
子
な
が
ら
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
期
の
思
想
文
化
の
研
究
に
一
石
を
投
じ
た
ピ
ー
タ
ー
・
ゲ
イ
の
『
ワ
イ
マ
ー
ル
文 

に
は

「
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
に
」
と
い
う
献
辞
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ギ
ル
バ
ー
ト
（
１
９
０
５
─
１
９
９
１
）
の
回
想

録
『
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
修
業
時
代
─
回
想
１
９
０
５
─
１
９
４
５
』（
ド
イ
ツ
語 

を
題
材
に
こ
こ
で
は
、
後
に
歴
史
家

（　

）
２１化
』

（　

）
２２版
）
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と
し
て
名
を
な
す
若
き
ギ
ル
バ
ー
ト
に
と
っ
て
〈
１
９
２
０
年
代
の
ベ
ル
リ
ン
〉
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

「
経
験
の
場
」（
ペ
ー
タ
ー
・
ヴ
ァ
イ
ス
）
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。

　

１
９
２
０
年
代
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
は
、
す
で
に
世
紀
転
換
期
以
降
に
出
揃
っ
て
い
た
「
近
代
化
」
と
総
称
で
き
る
よ
う
な
新

し
い
時
代
へ
の
流
れ
が
一
挙
に
加
速
さ
れ
た
。
先
端
的
芸
術
運
動
だ
っ
た
表
現
主
義
は
異
端
で
は
な
く
な
り
、
時
代
の
精
神
的
状
況

を
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
言
葉
に
さ
え
な
っ
た
。
芸
術
分
野
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
伝
統
的
芸
術
と
並
ん
で
新
し
い
芸
術
が
台
頭
し
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
依
然
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
オ
ペ
ラ
の
牙
城
で
あ
っ
た
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
も
盛
ん

で
あ
っ
た
。
古
典
演
劇
も
ド
イ
ツ
劇
場
を
中
心
に
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
と
並
行
し
て
オ
ペ
レ
ッ
タ
や
軽
音
楽
が
民

衆
の
心
を
つ
か
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
し
、
舞
踊
の
分
野
で
は
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
に
始
ま
る
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
が
ラ
バ
ン
や
ウ
ィ
グ
マ

ン
ら
に
よ
っ
て
普
及
し
、
映
画
や
デ
ザ
イ
ン
、
広
告
も
新
し
い
芸
術
分
野
と
し
て
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
民
衆
芸
術
・
民
衆
娯
楽

だ
っ
た
ヴ
ァ
リ
エ
テ
（
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
）
や
テ
ィ
ン
ゲ
ル
・
タ
ン
ゲ
ル
は
カ
バ
レ
ッ
ト
と
し
て
新
し
く
衣
替
え
を
し
た
。

　

芸
術
分
野
の
隆
盛
に
比
べ
る
と
、
大
学
は
時
代
の
波
の
影
響
と
は
比
較
的
無
縁
で
旧
態
依
然
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
学
生
数

の
増
大
や
女
子
学
生
の
進
出
な
ど
に
影
響
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
の
が
１
９
２
０
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
ワ
イ

マ
ー
ル
時
代
に
学
問
的
徒
弟
修
業
を
終
え
た
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
学
問
的
生
涯
を
始
め
よ
う
と
し
た
そ
の
時
に
ナ
チ

ス
体
制
が
成
立
し
、
ユ
ダ
ヤ
系
だ
っ
た
た
め
亡
命
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
文
化
史
の
専
門
家
と
し
て

ア
メ
リ
カ
で
地
位
を
え
る
こ
と
に
な
っ
た
ギ
ル
バ
ー
ト
の
「
回
想
録
」
の
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
に
関
す
る
記
述
に
注
目
し
よ
う
。

　

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
も
ギ
ル
バ
ー
ト
も
共
に
ユ
ダ
ヤ
系
で
あ
り
、　

世
紀
に
同
化
し
て
経
済
的
に
成
功
し
、
上
流
社
会
の
仲
間
入
り
を
し

１９

た
家
系
に
属
す
る
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
ベ
ル
リ
ン
論
は
、
同
じ
ド
イ
ツ
語
圏
と
は
い
え
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
や
っ
て
き
た
よ
そ
者
の
感
想
だ

っ
た
の
に
対
し
、
ギ
ル
バ
ー
ト
の
ベ
ル
リ
ン
論
は
生
粋
の
ベ
ル
リ
ン
っ
子
に
よ
る
内
側
か
ら
の
ベ
ル
リ
ン
論
だ
っ
た
。
親
の
経
済
的
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成
功
を
基
礎
に
、
思
想
文
化
世
界
に
仕
事
を
求
め
、
恵
ま
れ
た
青
少
年
時
代
を
お
く
っ
た
点
で
も
共
通
し
て
い
る
が
、
ツ
ヴ
ァ
イ
ク

が
文
学
に
向
か
っ
た
の
に
対
し
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
学
問
の
道
に
進
ん
だ
。

　

（
１
）
ギ
ル
バ
ー
ト
の
家
系

　

①
［
ベ
ル
リ
ン
啓
蒙
思
想
］　

遡
れ
ば　

世
紀
は
啓
蒙
主
義
の
時
代
で
あ
り
、
特
に
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
デ
ィ
ド

１８

ロ
ら
を
輩
出
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
と
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
や
デ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ヒ
ュ
ー
ム
ら
に
代
表
さ
れ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
啓
蒙
思
想
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
当
時
英
仏
に
対
し
後
進
国
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ　

世
紀
の
啓
蒙
思
想
は
同
じ
く
啓
蒙
の
時
代
で

１８

は
あ
っ
て
も
、
英
仏
に
比
べ
て
弱
体
だ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
人
物
は
レ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
り
、
さ
ら
に
名
前
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
コ
ラ
イ
で
あ
り
モ
ー
ゼ
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
だ
っ
た
。
レ
ッ
シ
ン
グ
は
と
も
か
く
他
の
二
人
は
さ
ほ
ど
知
ら

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
三
人
の
う
ち
ニ
コ
ラ
イ
と
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
ベ
ル
リ
ン
を
主
た
る
活
動
の
拠
点
と
し
て
お
り
、
ベ

ル
リ
ン
啓
蒙
主
義
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。
モ
ー
ゼ
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
１
７
２
９
年
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
、
著
述
家
も
し

く
は
哲
学
者
だ
っ
た
。
作
曲
家
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
彼
の
孫
に
あ
た
る
。
後
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
家
は
ベ
ル

リ
ン
の
名
門
の
一
族
へ
と
上
昇
し
た
。

　

②
［
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
一
族
］　

ギ
ル
バ
ー
ト
の
こ
と
を
忘
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
の
母
親
は
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
一
族
に
属
し
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
家
の
末
裔
に
あ
た
る
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
家
は
ユ
ダ
ヤ
系

だ
っ
た
が
、　

世
紀
の
初
め
に
キ
リ
ス
ト
教
に
同
化
し
、
ベ
ル
リ
ン
上
流
社
会
に
上
昇
し
て
い
く
。
す
で
に　

世
紀
末
に
モ
ー
ゼ
ス

１９

１８

の
息
子
が
銀
行
を
設
立
し
て
お
り
、
以
後
一
族
に
は
銀
行
家
が
絶
え
な
か
っ
た
。
ま
た
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
の
祖
父
は
ア
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グ
フ
ァ
社
（
や
が
て
ベ
ル
リ
ン
の
大
化
学
工
業
会
社
に
な
る
）
の
創
立
者
の
一
人
で
あ
り
、
初
代
社
長
で
も
あ
っ
た
。
一
族
は
こ
の

会
社
の
経
営
陣
に
も
入
っ
た
し
、
そ
の
他
に
も
官
僚
、
弁
護
士
、
学
者
と
い
っ
た
職
業
に
就
き
、
一
族
の
子
女
は
著
名
な
医
者
な
ど

と
結
婚
し
た
り
し
て
い
た
。
要
す
る
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
一
族
は
ベ
ル
リ
ン
の
恵
ま
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
教
養
市
民
層
、
す

な
わ
ち
、
ベ
ル
リ
ン
の
上
流
階
級
の
有
力
な
一
員
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

（
２
）
ギ
ル
バ
ー
ト
の
生
活
圏
と
人
間
関
係

　

し
た
が
っ
て
１
９
０
５
年
生
ま
れ
の
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
の
交
友
関
係
も
多
く
が
中
上
流
社
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

し
、
一
族
の
人
脈
か
ら
彼
が
受
け
た
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い
。
学
校
時
代
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
ベ
ル
リ
ン
西
地
区
の
中
心
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
皇
帝
記
念
教
会
か
ら
徒
歩
で　

分
程
度
の
中
上
流
市
民
層
の
住
宅
地
に
住
ん
で
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
一
等
地
に
あ
た
る
。
住
ん
で

１０

い
た
都
会
に
愛
着
を
覚
え
る
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
実
際
に
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
都
市
の
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
に
す
ぎ
な
い

も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
ギ
ル
バ
ー
ト
に
と
っ
て
「
わ
が
ベ
ル
リ
ン
」
に
あ
た
る
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
、
ウ

ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
通
り
の
東
の
端
に
あ
る
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
王
朝
の
宮
殿
あ
た
り
か
ら
始
ま
り
、
ル
ス
ト
ガ
ル
テ
ン

や
ベ
ル
リ
ン
大
学
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
門
か
ら
緑
豊
か
な
テ
ィ
ア
ガ
ル
テ
ン
を
経
て
、
西
地
区
の
動
物
園
に
い
た
る
ベ
ル
リ
ン
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
さ
ら
に
西
に
延
び
て
ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ダ
ム
通
り
周
辺
の
高
級
住
宅
街
を
過
ぎ
て
グ
ル
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
、
ダ

ー
レ
ム
、
ヴ
ェ
ス
ト
エ
ン
ド
の
別
荘
地
域
に
い
た
る
新
興
地
域
の
ベ
ル
リ
ン
を
も
含
ん
で
い
る
。
周
辺
部
の
ベ
ル
リ
ン
や
、
労
働
者
、

貧
困
階
級
の
居
住
地
域
（「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
地
区
」）
は
、
ギ
ル
バ
ー
ト
の
生
活
圏
か
ら
は
見
事
な
ま
で
に
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
ギ
ル
バ
ー
ト
が
勉
強
や
職
業
生
活
に
お
い
て
、
彼
の
言
う
「
真
面
目
な
生
活
」
に
お
い
て
か
か
わ
っ
た
地
域
が
、
ベ
ル
リ

ン
大
学
や
国
立
図
書
館
、
官
庁
や
銀
行
の
あ
る
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
通
り
周
辺
、
つ
ま
り
ベ
ル
リ
ン
の
旧
市
街
だ
っ
た
の
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に
対
し
、
彼
の
私
生
活
の
中
心
は
新
興
の
西
地
区
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
皇
帝
記
念
教
会
を
中
心
と
し
て
、
ノ
レ
ン
ド
ル
フ
広
場
や
ヴ
ィ

ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
広
場
あ
た
り
か
ら
始
ま
り
、
タ
ウ
エ
ン
ツ
ィ
ー
エ
ン
通
り
を
経
て
ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ダ
ム
周
辺
の
地
域
だ
っ
た
。

ギ
ル
バ
ー
ト
の
行
動
範
囲
は
ベ
ル
リ
ン
の
な
か
の
ご
く
一
部
、
し
か
し
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
、
文
化
や
娯
楽
面
で
も
ベ
ル
リ
ン

の
中
心
に
あ
た
る
部
分
に
集
中
し
て
い
た
。「
わ
が
ベ
ル
リ
ン
は
都
市
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
部
分
で
あ
り
、
そ
れ
が
私
の
行
動
範
囲
に
あ

っ
た
社
会
層
だ
っ 

と
ギ
ル
バ
ー
ト
は
総
括
し
て
い
る
。

　

名
門
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
家
の
一
族
だ
っ
た
が
ゆ
え
に
え
ら
れ
た
恵
ま
れ
た
人
間
関
係
に
も
触
れ
て
お
こ
う
。
名
士
た
ち
と
の
出

会
い
の
多
く
は
ギ
ル
バ
ー
ト
の
祖
母
の
兄
弟
で
ア
グ
フ
ァ
社
の
社
長
フ
ラ
ン
ツ
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
邸
に
お
い
て
実
現
し
た
。
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
ム
夫
人
は
教
養
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
邸
で
サ
ロ
ン
を
催
し
、
自
然
科
学
者
や
美
術
史
家
、
画
家
な

ど
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
叔
父
の
家
の
魅
力
の
う
ち
、
特
筆
す
べ
き
は
そ
の
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
後
に
散

逸
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ギ
ル
バ
ー
ト
が
思
い
出
せ
る
絵
画
だ
け
で
も
、
ゴ
ッ
ホ
の
「
白
薔
薇
」、
セ
ザ
ン
ヌ
の
「
郵
便
配
達
人
」、
ド

ガ
の
「
机
上
に
花
瓶
を
置
く
婦
人
」、
マ
ネ
の
「
パ
ラ
ソ
ル
を
も
つ
白
い
服
の
夫
人
」、
さ
ら
に
は
エ
ル
・
グ
レ
コ
の
「
マ
ド
ン
ナ
」

ま
で
あ
っ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
ベ
ル
リ
ン
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
は
、
そ
の
全
盛
期
は
終
わ
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
ま
だ

「
サ
ロ
ン
」
は
生
き
残
っ
て
お
り
、
学
者
や
芸
術
家
、
実
業
家
、
官
僚
の
た
ま
り
場
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ナ
チ

の
時
代
に
も
「
サ
ロ
ン
」
の
会
合
は
お
こ
な
わ
れ
て
い 

　

（
３
）
前
期
「
戦
後
世
代
」
の
自
己
意
識
と
研
究
修
業

　

①
［
前
期
戦
後
世
代
の
位
置
］　

だ
が
ギ
ル
バ
ー
ト
に
と
っ
て
サ
ロ
ン
以
上
に
重
要
だ
っ
た
の
は
友
人
た
ち
と
の
つ
き
合
い
だ
っ
た
。

彼
は
１
９
０
５
年
、　

世
紀
の
ゼ
ロ
年
代
生
ま
れ
の
、
つ
ま
り
第
一
次
大
戦
後
に
成
長
し
た
前
期
「
戦
後
世
代
」
と
し
て
の
自
己
意

２０
（　

）
２３た
」、

（　

）
２４た
。
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識
を
も
っ
て
い
た
。
１
８
９
０
年
代
に
生
ま
れ
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
た
年
長
の
前
線
世
代
と
も
、
あ
る
い
は
１
９
１
０
年
代
に
生
ま

れ
た
年
若
い
後
期
「
戦
後
世
代
」
と
も
区
別
さ
れ
る
世
代
の
意
識
だ
っ
た
。
戦
争
に
加
わ
っ
た
１
８
９
０
年
代
生
ま
れ
を
中
心
と
す

る
前
線
世
代
の
戦
争
賛
美
や
戦
争
体
験
は
聞
き
飽
き
て
お
り
、
ギ
ル
バ
ー
ト
の
世
代
に
と
っ
て
「
う
ん
ざ
り
す
る
も
の
」
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
彼
ら
は
戦
争
自
体
を
疑
わ
し
い
出
来
事
と
受
け
止
め
る
、
平
和
主
義
的
傾
向
を
も
っ
た
世
代
を
自
認
し
て
い
た
。
ま
が
い

も
の
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
帝
国
は
嫌
悪
を
覚
え
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
し
、
人
間
形
成
期
に
戦
争
に
遭
遇
し
た
前
線
世
代
と
は
ち
が

っ
て
、
敗
戦
、
革
命
、
内
乱
、
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
と
い
っ
た
安
定
性
を
欠
く
時
期
に
人
間
形
成
を
お
こ
な
っ
た
た
め
、
状
況
の
安

定
性
と
い
う
も
の
を
ほ
と
ん
ど
信
用
で
き
な
い
世
代
で
も
あ
っ
た
、
と
ギ
ル
バ
ー
ト
は
述
べ
て
い
る
。
他
方
彼
の
世
代
に
と
っ
て
、

　

世
紀
の　

年
代
に
生
ま
れ
、　

年
代
の
相
対
的
安
定
期
に
人
間
形
成
を
お
こ
な
っ
た
年
少
世
代
は
社
会
生
活
の
安
定
性
を
あ
ま
り

２０

１０

２０

に
ナ
イ
ー
ブ
に
信
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
こ
の
世
代
に
も
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
。

　

ギ
ル
バ
ー
ト
の
私
的
な
行
動
範
囲
は
新
興
の
西
地
区
で
あ
り
、
彼
の
よ
う
な
戦
後
世
代
の
人
間
に
と
っ
て
、
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・

リ
ン
デ
ン
通
り
に
代
表
さ
れ
る
旧
市
街
と
は
違
い
、
西
地
区
の
繁
華
街
は
「
世
界
都
市
の
雰
囲
気
」
を
も
つ
、
モ
ダ
ン
な
地
域
と
感

じ
ら
れ
て
い
た
。
旧
市
街
の
凋
落
、
西
地
区
の
台
頭
が
し
き
り
に
語
ら
れ
た
時
代
で
あ 

世
代
が
違
え
ば
見
方
も
当
然
異
な
り
、

例
え
ば
ド
イ
ツ
統
一
の
な
っ
た
１
８
７
０
年
頃
に
若
い
世
代
で
あ
っ
た
ギ
ル
バ
ー
ト
の
祖
母
な
ど
は
、
こ
の
新
興
地
区
一
帯
の
店
を

趣
味
が
よ
く
な
い
、
品
が
よ
く
な
い
と
言
っ
て
、
買
物
に
は
わ
ざ
わ
ざ
遠
距
離
の
旧
市
街
ま
で
出
か
け
て
い
た
。

　

②
［
ギ
ル
バ
ー
ト
の
研
究
修
業
］　

１
９
２
０
年
代
に
ギ
ル
バ
ー
ト
は
大
学
を
出
、
研
究
生
活
を
始
め
、
歴
史
家
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
関

す
る
博
士
論
文
を
書
い
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
も
学
ん
だ
が
、
最
終
的
に
は
ベ
ル
リ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
マ
イ

ネ
ッ
ケ
の
も
と
で
研
究
修
業
を
お
こ
な
っ
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
は
ヤ
ス
パ
ー
ス
や
グ
ン
ド
ル
フ
、
そ
し
て
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ウ

（　

）
２５る
。
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ェ
ー
バ
ー
ら
の
講
義
な
ど
を
聴
講
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
も
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
友
人
だ
っ
た
カ
ー
ル
・
ロ
ー
テ
ン
ビ
ュ
ヒ

ャ
ー
の
も
と
で
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
経
済
と
社
会
』
を
読
ん
だ
り
、
若
い
哲
学
者
の
も
と
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
精
神
現
象
学
』
を
読
ん
だ

り
、
充
実
し
た
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
数
少
な
い
リ
ベ
ラ
ル
派
だ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
マ
イ
ネ
ッ
ケ
を
指
導
教
授
に

選
ん
だ
。
ギ
ル
バ
ー
ト
の
研
究
仲
間
に
も
豪
華
な
名
前
が
揃
い
、
や
や
年
長
の
エ
ッ
カ
ー
ト
・
ケ
ー
ア
、
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
に
わ
た

り
、
ア
メ
リ
カ
西
洋
史
学
の
開
拓
者
に
な
っ
た
ハ
ー
ヨ
・
ホ
ル
ボ
ー
ン
、
ハ
ン
ス
・
ロ
ー
ト
フ
ェ
ル
ス
、
ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
マ
ズ
ー
ア

な
ど
が
い
た
。
浩
瀚
な
『
ロ
ー
マ
史
』
で
知
ら
れ
ノ
ー
ベ
ル
賞
も
受
賞
し
た
偉
大
な
祖
父
と
同
じ
名
前
の
テ
オ
ド
ー
ア
・
モ
ム
ゼ
ン

も
い
た
。
ギ
ル
バ
ー
ト
は
教
養
市
民
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
の
世
界
に
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

（
４
）
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
「
黄
金
の　

年
代
」

２０

　

①
［
戦
後
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
］　

し
か
し
都
市
論
を
主
題
と
す
る
本
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
「
真
面
目
」
な
学
生
生
活
よ
り

も
、
ギ
ル
バ
ー
ト
が
ベ
ル
リ
ン
で
過
ご
し
た
余
暇
の
時
間
の
方
に
興
味
を
か
き
た
て
ら
れ
る
。
上
流
知
識
階
級
の
青
年
で
あ
る
と
い

う
限
定
つ
き
で
は
あ
る
も
の
の
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
て
い
た
一
人
で
も
あ
っ
た
。
新
興
繁
華
街
の

ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ダ
ム
周
辺
の
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
「
品
が
よ
く
な
い
」
と
軽
蔑
し
て
い
た
ギ
ル
バ
ー
ト
の
祖
母
に
と
っ
て
、

新
し
く
出
現
し
た
ス
ナ
ッ
ク
バ
ー
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
は
「
趣
味
が
悪
く
」、
高
々
「　

年
代
の
成
り
上
が
り
者
的

２０

優
雅
さ
」
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
孫
に
あ
た
る
ギ
ル
バ
ー
ト
の
好
み
は
む
し
ろ
逆
で
、
ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ダ
ム
周
辺
、
ヴ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
皇
帝
記
念
教
会
付
近
の
「
モ
ダ
ン
」
な
店
、
映
画
館
、
カ
フ
ェ
な
ど
に
好
ん
で
通
っ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
バ
ー
、
フ
ラ
ン

ス
バ
ー
を
含
め
て
多
数
の
バ
ー
が
軒
を
並
べ
て
お
り
、
と
く
に
「
ジ
ョ
ッ
キ
ー
」
が
ギ
ル
バ
ー
ト
の
お
気
に
入
り
の
バ
ー
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
知
り
合
っ
た
友
人
も
ま
た
上
流
教
養
層
の
青
年
た
ち
で
あ
り
、
例
え
ば
世
界
的
物
理
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
の
息
子
エ
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ル
ヴ
ィ
ン
・
プ
ラ
ン
ク
が
い
た
。
政
治
的
関
心
の
旺
盛
な
エ
ル
ヴ
ィ
ン
は
後
に
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
末
期
の
パ
ー
ペ
ン
内
閣
、
シ
ュ

ラ
イ
ヒ
ャ
ー
内
閣
で
秘
書
官
を
務
め
、
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
成
立
と
と
も
に
辞
職
し
た
。
彼
は
後
に
ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
未
遂
事
件
に
加
担
し

処
刑
さ
れ
て
い
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
は
友
人
知
人
と
の
雑
談
の
ほ
か
、
試
験
勉
強
の
場
と
し
て
も
「
ジ
ョ
ッ
キ
ー
」
を
利
用
し
て
い
た
。

そ
う
い
え
ば
１
９
１
０
年
代
に
学
生
だ
っ
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
も
、
カ
フ
ェ
を
勉
強
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い 

当
時
の
学
生
に
は
保

守
派
が
多
か
っ
た
が
、
モ
ダ
ン
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
か
な
り
浸
透
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

前
期
「
戦
後
世
代
」
の
一
人
と
し
て
ギ
ル
バ
ー
ト
は
戦
前
世
代
や
前
線
世
代
に
対
す
る
自
ら
の
「
新
し
さ
」
を
自
覚
し
て
お
り
、

年
長
者
に
「
シ
ョ
ッ
ク
」
を
与
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
と
は
い
え
慎
ま
し
い
抵
抗
の
身
振
り
で
、「
帽
子
を
か
ぶ
ら
な
い
」

と
か
「
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
で
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。「
夜
の
生
活
」
も
ま
た
新
し
さ
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
。
と
は
い
え
有
名
な
ベ
ル
リ
ン
の
風
俗
的
な
娯
楽
の
「
夜
の
生
活
」
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
通
り
夜
に
な
っ
て

も
寝
な
い
生
活
で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
夕
食
後
に
仕
事
（
研
究
）
を
し
、
夜
も　

時
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く
外
出
し
て
、
バ
ー
で
数
人
の
友
人
と
落
ち
合
い
、

２３

通
り
の
角
に
あ
る
店
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
、
友
人
知
人
と
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
り
合

い
、
早
朝
４
時
頃
に
な
っ
て
は
じ
め
て
帰
宅
の
途
に
つ
く
、
と
い
っ
た
日
常
生
活
で
あ
る
。
上
流
階
級
だ
っ
た
ギ
ル
バ
ー
ト
は
伯
父

か
ら
自
動
車
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
が
、
当
時
と
し
て
は
と
り
わ
け
車
を
も
つ
と
い
う
こ
と
が
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
可
能
に

す
る
手
段
だ
っ
た
は
ず
で
あ 

　

②
［
黄
金
の　

年
代
の
ベ
ル
リ
ン
］　

世
紀
転
換
期
に
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
や
っ
て
き
た
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は

２０

ベ
ル
リ
ン
の
「
自
由
」、
ベ
ル
リ
ン
の
活
力
に
感
嘆
の
声
を
あ
げ
る
が
、
後
に
住
ん
だ
パ
リ
に
は
ベ
ル
リ
ン
に
ま
し
て
魅
了
さ
れ
た
。

（　

）
２６た
。

（　

）
２７る
。
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１
９
２
０
年
代
の
ギ
ル
バ
ー
ト
も
パ
リ
に
魅
了
さ
れ
た
。
だ
が
パ
リ
に
感
激
し
た
か
ら
と
い
っ
て
「
ベ
ル
リ
ン
へ
の
愛
」
が
薄
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
彼
に
と
っ
て
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
は
パ
リ
以
上
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
会
だ
っ
た
。

　

し
か
し
ま
た
多
く
の
ひ
と
が
言
う
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
は
決
し
て
美
し
い
都
会
で
は
な
い
。
大
き
な
宮
殿
も
な
け
れ
ば
有
名
な
記

念
碑
も
な
く
、　

世
紀
前
半
の
シ
ン
ケ
ル
の
手
に
な
る
美
し
い
古
典
主
義
的
建
物
を
別
に
す
れ
ば
、
家
並
み
は
概
し
て
新
し
く
、
し

１９

ば
し
ば
「
成
金
趣
味
的
」
だ
っ
た
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
晩
年
、
ベ
ル
リ
ン
の
建
築
物
、
と
り
わ
け
大
聖
堂
（
ド
ー
ム
）
を

「
平
民
的
成
り
上
が
り
趣
味
」
と
酷
評
し
て
い
た
の
が
思
い
出
さ
れ 

　

「
黄
金
の　

年
代
」
と
も
言
わ
れ
る
「
ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
」
に
関
し
て
言
え
ば
、『
回
想
録
』
か
ら
見
る
限
り
、
ギ
ル
バ
ー
ト
の
関

２０

心
は
「
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
主
と
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
マ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
ら
の
演
劇
に
向
け
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
台
頭
し
た
映
画
や
カ
バ
レ
ッ
ト
へ
の
言
及
は
な
く
、
ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
ブ
レ

ヒ
ト
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ギ
ル
バ
ー
ト
も
ま
た
同
世
代
の
多
く
の
人
と
同
様
、　

年
代
の
ベ
ル
リ
ン
に
生
き
る
「
幸
福
」
に

２０

つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
特
に
三
つ
の
オ
ペ
ラ
座
が
あ
り
、
三
人
の
偉
大
な
指
揮
者
を
擁
す

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
の
威
容
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

　

当
時
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
に
つ
い
て
指
揮
者
ブ
ル
ー
ノ
・
ワ
ル
タ
ー
は
回
想
録
『
主
題
と
変
奏
』
に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
劇

場
の
実
績
は
「
そ
の
才
気
、
生
気
、
意
志
の
高
さ
、
多
彩
さ
」
に
お
い
て
、「
凌
駕
さ
れ
る
よ
う
な
可
能
性
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
」
と

述
べ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
多
く
の
実
験
的
試
み
で
あ
る
。
奇
妙
な
も
の
も
あ
っ
た
し
、
時
に
は
馬
鹿
げ
た

も
の
も
あ
り
、
そ
の
大
半
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
「
類
を
み
な
い
精
神
的
活
発
さ
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
ワ
イ
マ

ー
ル
時
代
の
特
徴
に
も
な
っ
て
い 

（　

）
２８る
。

（　

）
２９た
。
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ま
た
歴
史
家
ピ
ー
タ
ー
・
ゲ
イ
は
、
旧
ベ
ル
リ
ン
に
は
「
厳
粛
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
」
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
新
ベ
ル
リ
ン
に

は
「
抗
し
が
た
い
魅
力
」
が
あ
っ
た
と
述
べ
た
う
え
で
、
こ
う
言
っ
て
い
る
。

「
ベ
ル
リ
ン
に
出
る
と
い
う
こ
と
が
作
曲
家
の
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
、
俳
優
の
や
み
が
た
い
憧
憬
で
あ
っ
た
。
す
ぐ
れ
た

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
数
々
、
百
二
十
に
及
ぶ
新
聞
、
四
十
の
劇
場
を
抱
え
た
ベ
ル
リ
ン
は
、
野
心
に
燃
え
る
人
び
と
、
精
力
旺

盛
な
人
び
と
、
才
能
あ
る
人
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
っ
た
。
出
発
地
が
ど
こ
で
あ
れ
、
彼
ら
は
ベ
ル
リ
ン
で
名
を
あ
げ
た

の
だ
。
…
…　

よ
そ
者
が
住
み
つ
い
て
そ
の
才
能
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
都
会
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
は
群
を
抜
い
て
い 

　

ギ
ル
バ
ー
ト
の
回
想
録
に
戻
る
と
、
い
ま
引
用
し
た
よ
う
な
文
章
に
比
べ
て
、
ベ
ル
リ
ン
が
湖
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
街
路
に

は
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
や
リ
ン
デ
ン
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
て
見
事
で
あ
る
こ
と
、
ベ
ル
リ
ン
の
夏
の
気
候
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
語

ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ベ
ル
リ
ン
の
「
精
神
的
活
気
」
に
つ
い
て
の
叙
述
は
一
般
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
ベ
ル
リ
ン
が
「
モ
デ
ル
ネ
」
の
中
心
地
に
な
り
、「
国
際
的
」
都
市
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
の
ギ
ル
バ
ー
ト
の
回
想
は
物
足
り
な

い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
れ
が
上
流
教
養
市
民
層
の
研
究
者
の
一
般
的
関
心
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
ギ
ル
バ
ー
ト
の
『
回
想
録
』
を
都
市
文
化
論
の
観
点
か
ら
総
括
し
て
お
き
た
い
。
ギ
ル
バ
ー
ト
の
家
系
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー
ン
一
族
は
上
流
の
教
養
市
民
層
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
の
目
指
し
た
教
授
職
は
、
医
者
や
弁
護
士
、
官
僚
と
並
ん

で
教
養
市
民
層
の
代
表
的
な
職
業
で
あ
っ
た
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
に
せ
よ
ギ
ル
バ
ー
ト
に
せ
よ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
都
市
文
化
や
ベ
ル
リ
ン
の

都
市
文
化
に
疎
外
感
を
抱
い
て
お
ら
ず
、
ユ
ダ
ヤ
系
と
は
い
え
同
化
し
、
ド
イ
ツ
教
養
市
民
の
文
化
に
す
で
に
一
体
化
し
て
い
た
こ

（　

）
３０た
」。
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と
が
わ
か
る
。
ま
た
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
文
化
が
社
会
的
に
分
断
化
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
が
、
言
い
換
え
る
と
、

ベ
ル
リ
ン
に
は
様
々
な
両
義
的
性
格
が
共
存
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
例
え
ば
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
西
欧
と
東
欧
の
共

存
と
葛
藤
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
社
会
的
上
層
と
下
層
の
共
存
と
葛
藤
、
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
古
い
文
化
と
新
し
い
文
化
の

共
存
と
葛
藤
と
い
っ
た
様
々
な
両
義
的
性
格
で
あ
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
の
場
合
、
祖
母
と
の
時
代
感
覚
の
ず
れ
を
語
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
世
代
的
ず
れ
で
あ
る
と
同
時
に
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
古
い
文
化
意
識
と
新
し
い
文
化
の
相
違
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
権

威
主
義
的
で
皇
帝
の
威
容
を
誇
示
す
る
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
通
り
周
辺
の
旧
市
街
と
資
本
主
義
的
発
展
に
連
動
し
世
紀
転

換
期
以
降
新
た
に
形
成
さ
れ
た
タ
ウ
エ
ン
ツ
ィ
ー
エ
ン
通
り
や
ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ダ
ム
周
辺
の
新
市
街
の
相
違
に
、
地
理
的
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ギ
ル
バ
ー
ト
自
身
は
ベ
ル
リ
ン
啓
蒙
思
想
の
系
譜
に
位
置
し
、
資
本
主
義
的
近
代
化
路
線
に
は
適
合
的
で
、

モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
の
実
践
者
で
も
あ
っ
た
が
、
近
代
化
路
線
の
な
か
か
ら
突
出
す
る
か
た
ち
で
登
場
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
運
動
に
は
必
ず

し
も
共
感
し
て
は
い
な
い
。
新
し
い
文
学
、
芸
術
に
敏
感
だ
っ
た
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
に
比
べ
、
ギ
ル
バ
ー
ト
が
控
え
め
で
あ
っ
た
の
は
、

大
学
と
い
う
世
界
が
学
問
の
伝
承
の
上
に
立
脚
し
、
総
じ
て
保
守
的
な
態
度
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
は
比
較
的
リ
ベ
ラ
ル
で

あ
っ
た
マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
共
感
を
寄
せ
て
い
た
と
は
い
え
、
ギ
ル
バ
ー
ト
も
ま
た
大
学
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
て
い
た
た
め
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
」
に
お
い
て
大
学
は
主
役
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。

３
、
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ク
タ
ー
の
『
回
想
録
』
に
即
し
て

　

（
１
）
パ
ク
タ
ー
の
経
歴

　

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
よ
り
若
か
っ
た
が
、
や
は
り
前
期
「
戦
後
世
代
」
に
属
す
る
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ク
タ
ー
（
１
９
０
７

─
１
９
８
０
）
の
『
ワ
イ
マ
ー
ル
・
エ
チ
ュ
ー
ド
』（
著
者
の
死
後
に
編
集
出
版
さ
れ
た
）
に
は
自
伝
的
考
察
が
含
ま
れ
て
い 

世

（　

）
３１る
。
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代
の
違
い
を
問
題
に
す
る
場
合
、
基
準
を
ど
こ
に
お
く
か
に
よ
っ
て
世
代
の
分
け
方
も
ち
が
っ
て
く
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
関

し
て
は
第
一
次
大
戦
時
に
何
歳
で
あ
っ
た
か
を
基
準
に
し
て
、
戦
前
世
代
、
前
線
世
代
、
戦
後
世
代
に
分
け
る
場
合
が
多
く
、
ギ
ル

バ
ー
ト
も
「
戦
後
世
代
」
を
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
て
は
い
る
も
の
の
、
同
じ
基
準
に
従
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
と
は
ち
が
っ
て
『
ワ
イ
マ
ー
ル
・
エ
チ
ュ
ー
ド
』
の
序
言
を
書
い
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
カ
ー 

ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
系
移
民

に
関
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
成
立
期
を
基
準
に
世
代
を
四
つ
に
分
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
世
紀
転
換
期
以
前
に
生

ま
れ
た
世
代
、
第
二
に
パ
ク
タ
ー
も
こ
れ
に
属
す
る
１
９
０
０
年
か
ら
１
９
１
２
年
の
間
に
生
ま
れ
た
世
代
、
第
三
が
ラ
カ
ー
も
こ

れ
に
属
す
る
第
一
次
大
戦
の
勃
発
か
ら
１
９
２
０
年
代
の
半
ば
に
生
ま
れ
た
世
代
、
そ
し
て
第
四
に
１
９
２
０
年
代
末
期
以
降
に
生

ま
れ
た
世
代
の
四
つ
で
あ
る
。
第
一
世
代
に
は
戦
前
世
代
だ
け
で
な
く
前
線
世
代
も
含
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
言

う
「
昨
日
の
世
界
」
の
安
定
し
た
秩
序
の
も
と
で
人
間
形
成
を
お
こ
な
っ
た
が
、
亡
命
先
で
は
新
し
い
環
境
に
適
応
で
き
な
か
っ
た
。

第
二
集
団
は
第
一
次
大
戦
で
戦
う
に
は
若
す
ぎ
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
期
に
自
己
形
成
を
行
い
、
亡
命
時
に
は
職
業
生
活
が
は
じ
ま

っ
た
ば
か
り
、
と
い
う
世
代
だ
っ
た
。
第
三
世
代
は
ワ
イ
マ
ー
ル
期
に
政
治
に
参
加
す
る
に
は
若
す
ぎ
た
が
、
パ
ク
タ
ー
の
第
二
世

代
は
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
。

　

ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ク
タ
ー
の
父
親
は
ベ
ル
リ
ン
で
町
工
場
を
経
営
し
て
お
り
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
で
あ
っ

た
わ
け
だ
が
、
子
ど
も
時
代
の
ヘ
ン
リ
ー
の
遊
び
友
達
に
労
働
者
の
子
弟
は
い
な
か
っ
た
。
す
で
に
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
や
ギ
ル
バ
ー
ト
に

関
す
る
箇
所
で
も
触
れ
て
お
い
た
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
階
級
間
の
壁
は
、
パ
ク
タ
ー
の
場
合
、
子
ど
も
時
代
に
も
っ
て
い
た
『
前
面

の
家
の
フ
ラ
ン
ツ
と
後
方
の
家
の
ハ
ン
ス
』
と
い
う
本
に
即
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
次
章
で
さ
ら
に
主
題
的
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
風
景
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
（
賃
貸
兵
舎
住
宅
）」
と
呼
ば
れ
る
集
合
住
宅
の
「
前
面
の

（　

）
３２は
、
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家
」
が
比
較
的
豊
か
な
家
を
意
味
し
、
奥
の
日
当
た
り
の
悪
い
「
後
方
の
家
」
が
貧
し
い
家
を
意
味
し
て
い
る
。
パ
ク
タ
ー
に
よ
れ

ば
、「
ベ
ル
リ
ン
の
中
産
階
級
の
人
び
と
は
通
り
に
面
し
た
ア
パ
ー
ト
の
住
居
に
住
ん
で
い
た
の
に
対
し
、
収
入
の
低
い
家
族
は
み
す

ぼ
ら
し
い
中
庭
と
く
す
ん
だ
壁
に
面
し
た
後
方
の
家
に
住
ん
で
い
た
」
の
で
あ
る
。「
前
面
の
家
」
に
住
む
人
と
「
後
方
の
家
」
に
住

む
人
と
は
付
き
合
い
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
会
釈
す
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
パ
ク
タ
ー
が
「
前
面
の
家
」
の
側
の
子
ど
も
だ
っ
た
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

開
戦
の
と
き
７
歳
だ
っ
た
パ
ク
タ
ー
は
に
わ
か
仕
立
て
の
愛
国
者
に
な
っ
た
が
、
東
部
戦
線
か
ら
戻
っ
た
父
親
に
共
和
国
の
側
に

転
向
さ
せ
ら
れ
、
以
後
一
貫
し
て
左
翼
の
側
か
ら
共
和
国
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
時
期
共
産
党
員
と
し
て
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で

活
動
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
彼
は
主
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
で
青
年
時
代
を
過
ご
し
た
。
１
９
０
７
年
の
生
ま
れ
だ
っ
た
が
政
治
的
に

は
早
熟
だ
っ
た
パ
ク
タ
ー
は
１
９
２
０
年
、
わ
ず
か　

歳
の
時
に
政
治
的
実
践
を
始
め
た
。
当
初
は
ま
だ
「
左
翼
的
」
だ
っ
た
民
主

１３

党
の
た
め
に
活
動
し
た
が
、
す
で
に
同
じ
年
、
青
年
運
動
の
方
に
重
点
を
う
つ
し
て
い
っ
た
。
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
運
動
を
中
心

と
す
る
青
年
運
動
は
元
々
ベ
ル
リ
ン
南
西
部
の
シ
ュ
テ
ー
ク
リ
ッ
ツ
で
生
ま
れ
た
も
の
で
、
パ
ク
タ
ー
は
熱
心
に
参
加
し
た
。
彼
が

共
産
主
義
青
年
同
盟
に
加
入
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
が
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
安
定
を
回
復
し
た
１
９
２
５
年
、　

歳
の
と
き
で
あ

１８

っ
た
。

　

彼
は
政
治
活
動
に
熱
心
で
は
あ
っ
た
が
、
党
の
専
従
活
動
家
に
な
っ
た
わ
け
で
な
く
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
入
学
し
、
フ
ェ
リ
ッ
ク

ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
と
同
様
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
指
導
を
仰
い
で
い
る
。
ま
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
は
保
守
革
命
運
動
の
左
派
と
も
い
う
べ
き

「
社
会
革
命
派
」
の
カ
ー
ル
・
オ
ッ
ト
ー
・
ペ
テ
ル
と
も
親
交
を
む
す
ん
だ
。
や
が
て
ド
イ
ツ
共
産
党
を
追
わ
れ
、
社
会
民
主
党
に

転
じ
、
経
済
理
論
家
の
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
も
と
で
党
の
機
関
誌
『
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
社
会
）』
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
た
。
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（
２
）
ベ
ル
リ
ン
像
の
修
正

　

『
ワ
イ
マ
ー
ル
・
エ
チ
ュ
ー
ド
』
に
お
い
て
パ
ク
タ
ー
は
、
一
般
に
流
布
し
て
い
る
ワ
ー
マ
ー
ル
共
和
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
ろ
い

ろ
な
局
面
に
お
い
て
修
正
し
、
実
態
は
言
わ
れ
る
ほ
ど
極
端
で
は
な
く
も
っ
と
散
文
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
や
や
斜
に
構
え

た
視
点
か
ら
叙
述
し
て
い
る
。
ゲ
イ
の
広
め
た
「
ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
」
像
、
映
画
「
キ
ャ
バ
レ
ー
」
が
広
め
た
ベ
ル
リ
ン
風
俗
の
イ

メ
ー
ジ
、
政
治
史
的
書
物
に
よ
り
広
め
ら
れ
た
左
右
激
突
の
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
ら
を
個
人
的
な
体
験
も
ふ

ま
え
な
が
ら
修
正
し
、
時
に
は
訂
正
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
同
書
の
叙
述
の
う
ち
ベ
ル
リ
ン
に
、
な
か
で
も
ベ
ル
リ
ン
都
市
文
化
に

か
か
わ
る
部
分
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
パ
ク
タ
ー
の
回
想
録
に
は
同
時
代
を
生
き
た
者
な
ら
で
は
の
貴
重
な
記
述

が
多
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
都
会
に
関
係
が
な
い
の
で
、
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

彼
は
ま
ず
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
悪
徳
の
都
」
と
い
う
ベ
ル
リ
ン
像
を
修
正
す
る
。「
悪
徳
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
悪
徳
」
と
「
新
し
い
道
徳
」
は
別
で
あ
り
、
区
別
し
難
い
場
合
も
あ
っ
た
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
ウ
ィ
ー
ン
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

ベ
ル
リ
ン
で
も
ヘ
ン
リ
ー
の
父
親
世
代
の
中
産
階
級
に
は
遊
び
と
結
婚
と
を
使
い
分
け
、
同
じ
階
級
の
女
性
を
結
婚
相
手
に
選
ぶ
一

方
で
、
遊
び
の
面
で
は
下
層
階
級
の
女
性
に
依
存
す
る
と
い
う
「
二
重
基
準
」
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
ヘ
ン
リ
ー
も
加
わ
っ
た
青
年

運
動
の
影
響
も
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
中
産
階
級
の
内
部
で
は
「
性
的
態
度
に
変
化
」
が
生
ま
れ
、
性
関
係
は
従
来
よ
り
も
自
由
に

な
っ
た
。
抑
圧
的
で
な
い
新
し
い
両
性
の
関
係
が
模
索
さ
れ
、
や
が
て
「
同
意
の
み
に
よ
る
結
婚
」
さ
え
あ
ら
ゆ
る
階
層
で
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
見
る
ひ
と
に
よ
っ
て
は
「
悪
徳
」
の
も
と
と
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
父
親
世
代
と
比
べ
れ
ば

自
分
の
仲
間
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
「
自
己
流
の
や
り
方
で
道
徳
的
」
だ
っ
た
、
と
パ
ク
タ
ー
は
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
戦
後
世
代
に
よ

る
戦
前
世
代
に
対
す
る
自
己
主
張
で
も
あ
っ
た
。

　

様
々
な
ベ
ル
リ
ン
の
局
面
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
な
か
、
ど
れ
が
本
当
の
ベ
ル
リ
ン
な
の
か
は
決
め
が
た
い
。「
ポ
ン
引
き
や
麻
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薬
密
売
人
」
の
ベ
ル
リ
ン
な
の
か
、
そ
れ
と
も
旧
王
宮
前
の
大
き
な
広
場
ル
ス
ト
ガ
ル
テ
ン
で
の
大
衆
デ
モ
の
ベ
ル
リ
ン
な
の
か
。

「
旅
行
者
ガ
イ
ド
と
新
聞
の
コ
ラ
ム
」
の
ベ
ル
リ
ン
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
労
働
者
と
女
店
員
の
」
ベ
ル
リ
ン
な
の
か
。「
独
創
性
に

乏
し
い
学
者
と
そ
の
真
面
目
な
雑
誌
」
の
ベ
ル
リ
ン
か
、
そ
れ
と
も
「
前
衛
劇
場
と
活
発
な
批
評
家
」
の
ベ
ル
リ
ン
な
の
か
。
い
ず

れ
に
せ
よ
「
新
し
く
て
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
ナ
ル
な
、
モ
ダ
ン
で
、
進
歩
的
で
も
あ
る
も
の
」
が
ベ
ル
リ
ン
の
一
部
に
な
っ
て
い

た
の
は
確
か
で
あ 

こ
う
し
た
出
来
事
に
自
ら
加
わ
っ
た
ひ
と
も
、
ひ
と
か
ら
聞
い
た
ひ
と
も
、「
自
分
を
つ
ね
に
偉
大
な
時
代
の

目
撃
者
」
だ
と
感
じ
て
い
た
、
と
パ
ク
タ
ー
は
言
っ
て
い
る
。

　

ま
だ
ま
だ
ベ
ル
リ
ン
で
は
「
何
ご
と
か
が
起
こ
っ
て
い
た
」。「
三
文
オ
ペ
ラ
」
を
は
じ
め
と
す
る
ブ
レ
ヒ
ト
劇
の
初
演
が
あ
り
、

テ
ィ
ラ
ー
・
ガ
ー
ル
ズ
の
大
胆
な
シ
ョ
ー
、
ナ
チ
と
共
産
党
員
の
乱
闘
騒
ぎ
、
新
聞
社
主
催
の
舞
踏
会
も
あ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
に
は

野
心
家
や
享
楽
を
求
め
る
者
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
た
。
作
家
や
俳
優
、
政
治
家
な
ど
を
目
指
す
人
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
ベ
ル
リ
ン
に

や
っ
て
き
た
。
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
や
単
な
る
た
か
り
屋
、
そ
し
て
大
半
は
無
名
だ
っ
た
が
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
気
取
り
の
者
も
い
た
。
パ
ク

タ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
「
悪
ふ
ざ
け
」
や
手
柄
話
が
誇
大
に
流
布
し
て
、「
弛
緩
し
た
都
市
」、「
悪
徳

の
都
」
と
し
て
の
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
風
評
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ワ
イ
ル
ド
・
パ
ー
テ
ィ
や
放
蕩
生
活
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
て

い
た
の
は
ご
く
一
部
の
人
で
あ
り
、
そ
う
い
う
人
は
ベ
ル
リ
ン
に
限
ら
ず
大
都
市
に
は
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

（
３
）
カ
フ
ェ
生
活
の
意
義

　

１
９
２
０
年
代
の
ベ
ル
リ
ン
の
若
者
に
と
っ
て
カ
フ
ェ
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
都
会
生
活
の
場
で
あ
っ
た
。
パ
ク
タ
ー
に
よ
れ
ば

「
表
現
主
義
の
王
」
と
呼
ば
れ
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ハ
ル
デ
コ
プ
フ
は
「
わ
れ
わ
れ
は
コ
ー
ヒ
ー
と
カ
フ
ェ
が
あ
り
さ
え
す
れ

ば
、
他
に
何
も
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
ウ
ィ
ー
ン
も
そ
う
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
ベ
ル
リ
ン

（　

）
３３る
。
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で
カ
フ
ェ
は
友
だ
ち
づ
き
あ
い
の
場
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。
商
談
の
場
で
も
あ
っ
た
ほ
か
、
な
か
に
は
カ
フ
ェ
を
「
学
校
」
で
あ

る
と
言
う
者
さ
え
い
た
。
著
述
家
で
あ
れ
ば
、
カ
フ
ェ
で
友
人
と
出
会
う
だ
け
で
な
く
、「
最
初
の
読
者
、
協
力
的
な
批
評
家
、
編
集

者
、
ス
ポ
ン
サ
ー
」
に
も
会
え
た
し
、
時
に
は
「
良
き
指
導
者
」
に
さ
え
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ゲ
ッ
ツ
は

カ
フ
ェ
を
「
見
る
こ
と
、
知
る
こ
と
、
考
え
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
学
校
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
き
わ
め
つ
け
は
画
廊
主
と
し
て

有
名
な
パ
ウ
ル
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
場
合
で
、
彼
は
皮
肉
っ
ぽ
く
あ
る
婦
人
に
「
あ
な
た
の
息
子
さ
ん
を
大
学
の
代
わ
り
に
、
六
か

月
カ
フ
ェ
に
通
わ
せ
な
さ
い
」
と
忠
告
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
何
と
い
っ
て
も
カ
フ
ェ
は
、
特
に
特
定
の
カ
フ
ェ

は
同
時
代
の
多
少
と
も
著
名
な
作
家
、
芸
術
家
や
そ
の
関
係
者
た
ち
が
、
年
じ
ゅ
う
た
む
ろ
し
て
い
た
場
所
で
あ
り
、
ま
だ
こ
の
時

代
に
は
カ
フ
ェ
が
そ
う
い
う
役
割
の
場
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は　

世
紀
前
半
の
パ
リ
の
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
を
物
書

１９

き
が
雇
い
主
や
顧
客
を
探
す
こ
と
の
で
き
る
場
所
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
代
に
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
に
代
わ
っ
て
、
カ
フ
ェ

が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
カ
フ
ェ
に
関
す
る
パ
ク
タ
ー
の
叙
述
は
必
ず
し
も
彼
独
自
の
認
識
で
は
な
か
っ
た
が
、
カ
フ
ェ
の
「
社
会
学
的
デ
ィ

テ
イ
ル
」
に
関
す
る
彼
の
記
述
は
、
同
時
代
の
ベ
ル
リ
ン
を
若
者
と
し
て
過
ご
し
た
パ
ク
タ
ー
な
ら
で
は
の
独
自
な
観
察
で
あ
る
。

当
時
、
若
い
画
家
や
詩
人
、
作
家
、
批
評
家
、
そ
し
て
学
者
の
卵
を
加
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
が
、
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
裕
福
な
家
庭

の
出
身
で
、
両
親
は
教
養
あ
る
市
民
に
育
て
上
げ
る
た
め
に
息
子
た
ち
を
大
学
に
行
か
せ
て
い
た
。
将
来
確
実
な
収
入
の
見
込
ま
れ

る
法
学
や
医
学
に
進
む
者
が
多
か
っ
た
が
、
一
部
の
息
子
た
ち
は
作
家
、
芸
術
家
、
教
授
を
目
指
し
、
教
養
市
民
の
知
識
人
と
し
て

地
位
を
え
る
ま
で
の
間
、
卒
業
後
も
親
の
援
助
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
パ
ク
タ
ー
は
皮
肉
な
筆
致
で
、
文
学
や
芸
術
の
「
反

乱
文
士
」
も
、
時
に
は
結
婚
し
て
か
ら
で
さ
え
、
裕
福
な
親
と
一
緒
に
暮
ら
す
ほ
か
な
く
、
そ
れ
が
嫌
な
ら
家
具
付
き
の
み
じ
め
な

部
屋
で
暮
ら
す
ほ
か
な
か
っ
た
、
と
書
い
て
い
る
。
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さ
ら
に
若
者
に
と
っ
て
カ
フ
ェ
が
必
要
だ
っ
た
理
由
を
パ
ク
タ
ー
は
、
下
宿
の
構
造
や
習
慣
、
つ
ま
り
生
活
様
式
に
即
し
て
語
っ

て
い
る
。
イ
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
の
小
説
を
も
と 

作
さ
れ
た
映
画
『
キ
ャ
バ
レ
ー
』
に
も
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
ア

パ
ー
ト
（
集
合
住
宅
）
は
訪
問
者
が
応
接
間
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
こ
で
下
宿

の
お
か
み
が
下
宿
人
の
異
性
関
係
を
見
張
っ
て
い
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
若
者
は
夜
に
交
際
す
る
と
す
れ
ば
カ
フ
ェ
に
行
く
し
か
な

か
っ
た
。
ま
た
ど
の
家
も
午
前
中
は
掃
除
を
す
る
の
が
習
慣
に
な
っ
て
お
り
、
男
た
ち
は
外
出
し
カ
フ
ェ
に
向
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、

父
の
家
か
ら
つ
か
ず
離
れ
ず
、「
自
由
」
と
同
時
に
「
保
護
」
も
確
保
し
て
お
き
た
い
と
い
う
、
生
活
に
困
ら
な
い
階
層
の
若
者
の
気

持
ち
が
、「
対
抗
文
化
と
し
て
の
カ
フ
ェ
の
重
要
性
」
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
カ
フ
ェ
は
、
家
庭
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
「
家
庭
」
で

あ
り
「
学
校
」
で
も
あ
っ
て
、「
世
間
の
煩
わ
し
さ
か
ら
守
ら
れ
た
聖
域
」
で
あ
り
、
友
人
と
落
ち
合
う
場
所
で
あ
る
ば
か
り
か
、

「
仕
事
場
」、「
勉
強
部
屋
」
に
も
な
り
、「
疎
外
か
ら
安
全
に
身
を
守
っ
て
く
れ
る
隠
れ
家
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
市
民
階
級
の
交
流
の
場
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
市
民
的
な
文
化
装
置
だ
っ
た
カ
フ
ェ
が
、
例
え
ば

「
ロ
マ
ー
ニ
ッ
シ
ェ
ス
・
カ
フ 

の
よ
う
な
、
文
化
人
・
芸
術
家
・
芸
能
人
・
業
界
人
・
有
力
者
の
た
ま
り
場
と
な
っ
た
一
部
の

カ
フ
ェ
は
別
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
次
第
に
大
都
市
の
孤
独
な
若
者
の
避
難
所
と
い
う
意
味
で
大
衆
社
会
に
相
応
し
い
文
化
装
置
に

変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

（
４
）
学
生
生
活
─
大
学
と
そ
の
周
辺

　

パ
ク
タ
ー
の
大
学
生
活
に
も
触
れ
て
お
こ
う
。
主
た
る
勉
強
の
場
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
だ
っ
た
が
、
彼
は
一
時
期
交
換
学
生
と
し
て

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
在
籍
し
、
共
産
主
義
青
年
同
盟
の
一
員
と
し
て
政
治
活
動
に
打
ち
込
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
結
局
ア
ル
ト

ゥ
ー
ア
・
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
も
と
で
勉
強
す
る
た
め
ベ
ル
リ
ン
に
戻
っ
た
。
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
は
そ
の
思
想
ゆ
え
に
大
学
制
度
か

（　

）
３４に
製

（　

）
３５ェ
」
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ら
も
共
産
党
の
正
統
派
か
ら
も
追
放
さ
れ
た
人
物
で
、
今
日
で
は
ド
イ
ツ
近
現
代
史
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
は

ベ
ル
リ
ン
大
学
で
ギ
リ
シ
ャ
史
と
ロ
ー
マ
史
を
講
ず
る
私
講
師
の
地
位
に
あ
り
、
聴
講
す
る
少
数
の
学
生
か
ら
わ
ず
か
ば
か
り
の
頭

割
り
の
報
酬
を
え
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
パ
ク
タ
ー
が
正
式
の
指
導
を
受
け
た
の
は
い
ず
れ
も
リ
ベ
ラ
ル
な
歴
史
家
だ
っ
た
マ

イ
ネ
ッ
ケ
と
ヘ
ル
マ
ン
・
オ
ン
ケ
ン
か
ら
で
あ
る
。

　

「
ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
」
に
お
い
て
大
学
の
役
割
が
控
え
目
だ
っ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
」
自
体
が
閉
鎖

的
で
制
度
的
な
知
識
人
に
当
た
る
教
授
の
文
化
、
大
学
文
化
に
対
抗
し
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
、
市
場
に
依
拠
し
た
非
制
度
的
な
知
識

人
を
主
た
る
担
い
手
と
す
る
文
化
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
も
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
革
命
に
よ
っ
て
帝
政
は
崩
壊
し
共
和
国

に
な
り
、
労
働
者
出
身
の
大
統
領
も
誕
生
し
た
が
、
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
を
構
成
す
る
軍
部
や
官
僚
、
大
学
な
ど
の
従
来
の

支
配
層
は
入
れ
替
え
も
な
か
っ
た
。
大
学
は
多
少
リ
ベ
ラ
ル
化
し
た
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
権
威
主
義
、
保
守
主
義
の
牙
城
で
あ

り
、
社
会
主
義
者
の
教
授
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
お
ら
ず
、
自
由
主
義
者
で
さ
え
少
数
派
だ
っ
た
。

　

当
時
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
は
充
実
し
て
い
た
。
マ
イ
ネ
ッ
ケ
や
オ
ン
ケ
ン
だ
け
で
な
く
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
派
の
牙
城
で
も
あ
り
、
ヴ

ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ケ
ー
ラ
ー
や
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
マ
ー
ら
が
い
た
。
教
育
学
で
は
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
も

い
た
。
だ
が
パ
ク
タ
ー
に
と
っ
て
こ
う
し
た
教
授
た
ち
の
正
規
の
科
目
よ
り
印
象
深
か
っ
た
の
が
カ
ー
ル
・
コ
ル
シ
ュ
と
の
出
会
い

だ
っ
た
。
今
日
で
は
ル
カ
ー
チ
と
並
ぶ
西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
家
と
し
て
知
ら
れ
る
コ
ル
シ
ュ
だ
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
後
半

の
一
時
期
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
労
働
法
と
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
を
講
じ
て
い
た
。
た
だ
し
大
学
の
正
式
な
科
目
で
は
な
く
共
産
党
の

学
生
ク
ラ
ブ
が
設
置
し
た
講
義
で
あ
る
。
パ
ク
タ
ー
は
コ
ル
シ
ュ
を
「
私
の
思
想
や
経
歴
、
政
治
的
発
展
に
最
大
の
影
響
を
与
え
た

人
物
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

コ
ル
シ
ュ
は
話
し
上
手
で
は
な
く
、
講
義
の
ま
と
ま
り
も
よ
く
な
か
っ
た
が
、「
自
由
連
想
」
に
よ
る
か
の
よ
う
に
、
一
つ
の
話
題
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か
ら
突
然
別
の
話
題
に
移
り
な
が
ら
講
義
を
す
す
め
た
。
こ
う
し
た
連
想
、
方
向
転
換
が
パ
ク
タ
ー
に
と
っ
て
は
触
発
的
だ
っ
た
。

彼
は
「
大
学
の
先
生
に
教
え
ら
れ
た
全
科
目
か
ら
よ
り
も
、
本
題
を
離
れ
た
コ
ル
シ
ュ
の
話
し
方
か
ら
」
多
く
の
も
の
を
学
ん
だ
。

学
生
は
皆
彼
の
講
義
に
魅
了
さ
れ
た
。

　

ベ
ル
リ
ン
大
学
で
知
り
合
っ
た
学
生
と
し
て
特
に
カ
ー
ル
・
オ
ッ
ト
ー
・
ペ
テ
ル
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い 

ワ
イ
マ
ー
ル
時

代
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
主
義
の
統
一
を
主
張
し
た
右
翼
急
進
主
義
運
動
は
、
今
日
「
保
守
革
命
」
運
動
と
総
称
さ
れ
て
い
る

が
、
保
守
革
命
派
の
左
翼
に
位
置
す
る
集
団
は
社
会
革
命
派
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
代
表
的
人
物
の
ひ
と
り
が
ペ
テ
ル
だ

っ
た
。
保
守
革
命
派
は
様
々
な
集
団
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
機
関
誌
を
も
っ
て
い
た
も
の
の
、
理
論
的
に
結
集
し
た
集
団
で
あ
る

と
い
う
よ
り
、
体
験
や
情
念
、
心
情
を
中
核
と
す
る
運
動
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
『
資
本
論
』
の
よ
う
な
、
広
く
共
有

さ
れ
た
理
論
は
な
く
、
保
守
革
命
派
内
部
で
集
団
へ
の
所
属
を
変
更
す
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
、
政
治
的
急
進
主
義
の
政
党
で
あ

る
ナ
チ
党
や
共
産
党
に
移
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
逆
に
両
党
を
脱
党
し
無
党
派
の
保
守
革
命
派
に
な
る
も
の
も
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、

き
わ
め
て
流
動
的
な
関
係
が
あ
っ
た
。

　

ベ
ル
リ
ン
大
学
の
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
二
人
は
知
り
合
っ
た
。
ペ
テ
ル
自
身
は
党
員
だ
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、

彼
を
「
異
端
の
ナ
チ
」
だ
と
い
う
ひ
と
も
い
た
。
保
守
革
命
派
の
ナ
チ
や
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
す
る
立
場
は
多
様
で
あ
り
、
ナ
チ
に
近
い

集
団
も
あ
れ
ば
、
批
判
的
な
集
団
も
あ
っ
た
。
ペ
テ
ル
は
ヒ
ト
ラ
ー
を
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
デ
マ
ゴ
ー
グ
で
党
綱
領
に
あ
っ
た
反

資
本
主
義
的
な
主
張
を
こ
と
ご
と
く
裏
切
り
、
党
綱
領
の
社
会
主
義
も
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
や
反
共
産
主
義
に
変
え
て
し
ま
っ
た
と
批
判

し
て
い
た
の
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
が
成
立
す
る
と
亡
命
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

（　

）
３６る
。
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（
５
）
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ

　

先
に
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
が
ベ
ル
リ
ン
の
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
パ
ク
タ
ー
は
モ
ダ

ン
ラ
イ
フ
の
普
及
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
１
９
２
０
年
代
中
期
以
降
の
「
相
対
的
安
定
期
」
の
こ
と
で
あ
る
。
外
国
に
旅
行
す
る

と
、
戦
勝
国
よ
り
も
ド
イ
ツ
の
学
校
の
校
舎
、
公
衆
浴
場
、
配
管
の
方
が
良
好
な
状
態
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
パ
ク
タ
ー
は

「
ド
イ
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
っ
と
も
近
代
的
な
国
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
を
除
い
て
、
生
産
と
生
活
水
準
で
あ
ら
ゆ
る
国
を
凌
駕
す

る
に
い
た
っ
た
」、
と
述
べ
て
い
る
。
生
活
は
急
速
に
近
代
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
平
均
的
収
入
が
あ
れ
ば
、「
家
庭
用
電
器
製
品
、

ラ
ジ
オ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
温
水
器
」
な
ど
を
装
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
か
つ
て
の
「
贅
沢
」

は
「
便
利
さ
」
に
変
わ
り
、「
必
需
品
」
に
さ
え
な
っ
た
」。

　

生
活
環
境
の
変
化
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
え
、
流
行
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
男
た
ち
は
芸
術
家
と
か
映
画
界
の
大
立
者
に
み
え

る
よ
う
に
、「
広
い
、
角
ぶ
ち
の
メ
ガ
ネ
」
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
著
し
い
変
化
が
み
ら
れ
た
の
は
女
た
ち
の
場
合
だ
っ
た
。

「
女
た
ち
は
口
紅
を
つ
け
、
髪
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
し
、
な
か
に
は
公
衆
の
面
前
で
タ
バ
コ
を
す
う
者
さ
え
い
た
。
ド
レ

ス
の
裾
か
ら
、
ま
ず
足
首
が
、
次
い
で
ふ
く
ら
は
ぎ
が
、
そ
し
て
遂
に
は
ひ
ざ
が
み
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
誰
も
が
帽
子
を

か
ぶ
ら
な
く
な
っ
た
。
地
味
な
ウ
ェ
ス
ト
ラ
イ
ン
は
苦
労
し
て
若
々
し
い
強
健
な
も
の
に
ま
で
仕
上
げ
ら
れ
た
。
…
…　

女

性
も
大
学
に
進
出
し
始
め
、
か
つ
て
は
男
に
用
意
さ
れ
て
い
た
企
業
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ル
セ
ッ
ト
と
と

も
に
、
多
く
の
タ
ブ
ー
が
な
く
な
っ 

　

ま
さ
に
「
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ー
ズ
（
活
況
の
二
十
年
代
）」
で
あ
っ
た
。

（　

）
３７た
」。
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特
に
流
行
に
敏
感
だ
っ
た
の
は
、
新
興
の
ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ダ
ム
周
辺
の
西
地
区
で
あ
っ
た
。
パ
ク
タ
ー
が
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
で
贅
沢
な
ニ
ュ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
」
と
呼
ん
だ
地
域
で
あ
る
。
フ
ォ
ン
タ
ー
ネ
の
主
人
公
エ
フ
ィ
・
ブ
リ
ー
ス
ト
が
住
ん
だ
の

は
こ
こ
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
や
っ
て
き
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
イ
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
が
「
冒
険
を
も
と
め
て
さ
迷
い
歩
い
た
」
の

も
こ
の
辺
だ
っ
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
皇
帝
記
念
教
会
や
伝
説
的
カ
フ
ェ
の
ロ
マ
ー
ニ
ッ
シ
ェ
ス
・
カ
フ
ェ
、
近
代
的
な
ベ
ル
リ
ン
を

代
表
す
る
「
西
区
百
貨
店
（
カ
ウ
フ
ハ
ウ
ス
・
デ
ス
・
ヴ
ェ
ス
テ
ン
ス
）」、
動
物
園
駅
の
あ
る
地
域
だ
っ
た
。
そ
こ
は
ま
た
「
昼
間

は
子
守
り
が
動
物
を
見
に
檻
の
間
を
回
っ
て
歩
き
、
夜
に
な
る
と
娼
婦
た
ち
が
、
屹
立
す
る
新
し
い
建
物
が
そ
の
富
と
習
慣
を
披
露

し
て
い
る
こ
の
界
隈
に
媚
を
売
っ
て
歩
く
」
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
観
光
客
や
俗
物
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

（
６
）
文
化
産
業
の
興
隆

　

も
う
一
つ
パ
ク
タ
ー
の
「
回
想
録
」
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
に
お
け
る
文
化
産
業
の
興
隆
で
あ
り
、
こ
れ
も
モ

ダ
ン
ラ
イ
フ
の
開
花
の
一
環
だ
っ
た
。「
表
現
主
義
と
カ
フ
ェ
文
化
」
や
「
知
識
人
と
ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
」
と
い
っ
た
パ
ク
タ
ー
の
エ

ッ
セ
イ
に
登
場
す
る
多
彩
で
絢
爛
豪
華
な
芸
術
家
を
中
心
と
す
る
著
名
人
た
ち
に
と
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
は
魅
力
あ
る
文
化
市
場
だ
っ

た
。
ベ
ル
リ
ン
に
行
け
ば
、
あ
る
い
は
ベ
ル
リ
ン
に
い
れ
ば
仕
事
が
あ
り
コ
ネ
も
つ
く
れ
た
し
、
退
屈
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

特
に
「
夜
の
ベ
ル
リ
ン
」
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
オ
ペ
ラ
、
演
劇
の
よ
う
な
伝
統
的
な
文
化
・
娯
楽
産
業
だ
け
で
な
く
、
映
画
や

カ
バ
レ
ッ
ト
（
キ
ャ
バ
レ
ー
）
の
よ
う
な
新
し
い
大
衆
文
化
も
多
数
提
供
さ
れ
て
い
た
。

　

パ
ク
タ
ー
の
や
や
シ
ニ
カ
ル
な
視
点
を
借
用
し
て
言
え
ば
、
文
化
的
活
性
化
と
は
文
化
市
場
の
活
性
化
を
意
味
し
、
ズ
バ
リ
言
え

ば
文
化
が
金
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
帝
政
期
に
お
い
て
知
識
人
が
社
会
か
ら
の
「
疎
外
感
」
を
味
わ
っ
て
い
た
と
す
れ

ば
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
お
い
て
は
そ
う
い
う
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
教
授
の
よ
う
な
伝
統
的
知
識
人
で
あ
れ
、
作
家
、
芸
術
家
、
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弁
護
士
な
ど
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
知
識
人
で
あ
れ
、

「
彼
ら
は
尊
敬
さ
れ
、
高
給
で
雇
わ
れ
た
。
学
者
や
教
師
と
し
て
、
彼
ら
は
安
定
と
公
務
員
と
し
て
の
地
位
を
享
受
し
た
。

人
間
の
価
値
を
ま
だ
そ
の
肩
書
で
測
っ
て
い
た
社
会
に
お
い
て
は
、
彼
ら
は
博
士
様
、
枢
密
顧
問
様
、
編
集
者
様
、
建
築
家

様
、
弁
護
士
様
、
教
授
様
だ
っ
た
。
ペ
ン
を
ふ
る
う
者
は
誰
で
も
、
少
な
く
と
も
博
士
様
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
求
め 

　

ド
イ
ツ
、
と
り
わ
け
ベ
ル
リ
ン
は
彼
ら
が
生
活
し
、
活
躍
し
、
特
権
を
享
受
す
る
様
々
な
機
会
を
提
供
し
た
。
多
数
の
新
聞
、
雑

誌
を
擁
し
、
ベ
ル
リ
ン
は
新
聞
都
市
、
出
版
都
市
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。
著
述
家
に
対
し
て
は
「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
文
体
、
趣
味
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
世
に
出
す
厖
大
な
市
場
」
が
提
供
さ
れ
た
。

　

作
家
、
芸
術
家
も
す
で
に
体
制
内
の
存
在
に
な
っ
て
い
た
。
文
化
市
場
を
度
外
視
し
て
生
き
て
い
く
の
は
困
難
に
な
っ
た
。
例
え

ば
左
翼
的
主
張
を
述
べ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
何
か
重
要
な
批
判
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
す
で
に
生

ま
れ
て
い
た
。「
左
翼
知
識
人
層
」
と
し
て
著
名
だ
っ
た
エ
ー
リ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー
に
対
す
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
批
判
は
こ
の
状
況
の
判

断
に
関
係
し
て
い 

　

最
後
に
パ
ク
タ
ー
の
「
回
想
録
」
を
都
市
文
化
論
の
観
点
か
ら
総
括
し
て
お
き
た
い
。
パ
ク
タ
ー
は
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
や
ギ
ル
バ
ー
ト

の
よ
う
な
上
流
市
民
層
の
出
身
で
は
な
く
、
中
産
階
級
の
出
身
で
あ
る
が
、
彼
の
場
合
も
子
ど
も
時
代
に
は
貧
困
階
層
の
子
弟
と
の

交
友
は
な
く
、
仲
間
内
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
言
う
交
友
範
囲
が
狭
い
と
い
う
観
察
は
こ
こ
で
も
当
て
は
ま
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
共
産
党
と
社
会
民
主
党
に
入
党
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
い
わ
ば
オ
ル
グ
活
動
の
な
か
で
「
プ
ロ
レ
タ

（　

）
３８た
」。

（　

）
３９た
。
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リ
ア
階
級
」
と
の
付
き
合
い
は
あ
っ
た
。

　

パ
ク
タ
ー
の
「
回
想
録
」
で
目
立
つ
の
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
の
全
面
的
開
花
で
あ
ろ
う
。

都
市
風
景
が
大
き
く
変
わ
り
始
め
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。
都
市
交
通
の
形
態
も
大
き
く
変
わ
り
、
帝
政
期
に
は
ま
だ
馬
の
役
割

は
多
く
、
鉄
道
馬
車
、
馬
車
、
荷
車
な
ど
も
都
市
風
景
を
構
成
し
て
い
た
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
に
な
る
と
急
速
に
都
市
風
景
か
ら

馬
が
消
え
て
、
自
動
車
、
バ
ス
、
電
車
の
時
代
に
な
っ
た
。
男
女
の
服
装
に
つ
い
て
は
パ
ク
タ
ー
が
述
べ
て
い
る
通
り
だ
っ
た
。
建

造
物
は
一
挙
に
す
べ
て
を
取
り
壊
す
わ
け
に
い
か
な
い
か
ら
、
突
然
変
貌
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
新
た
な
建
築
物
は
第

二
次
大
戦
後
に
一
般
化
す
る
国
際
様
式
の
建
物
だ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
有
数
の
広
場
で
旧
市
街
に
位
置
す
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
は
、

建
築
家
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
方
向
に
大
幅
に
改
造
さ
れ
た
。
そ
こ
を
主
た
る
舞
台
と
す
る
ア
ル
フ
レ

ー
ト
・
デ
ー
ブ
リ
ン
の
実
験
小
説
『
ベ
ル
リ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
１
９
２
９
年
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ゲ

オ
ル
ゲ
の
主
演
で
映
画
化
さ
れ
た
の
は
１
９
３
１
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ギ
ル
バ
ー
ト
は
ベ
ル
リ
ン
旧
市
街
と
新
市
街
の
対
立
を
世
代
間
の
対
立
と
し
て
描
い
て
い
た
が
、
パ
ク
タ
ー
の
叙
述
で
も
新
市
街

は
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
の
場
所
と
し
て
印
象
づ
け
ら
れ
る
。
伝
統
に
と
ら
わ
れ
た
旧
市
街
で
は
、
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
の
要
求
に
か
な
う
よ
う

な
都
市
計
画
を
一
挙
に
実
現
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
都
市
づ
く
り
に
は
伝
統
の
乏
し
い
、
あ
る
程
度
未
開
の
地
の
方

が
都
合
よ
く
、
ベ
ル
リ
ン
の
場
合
で
あ
れ
ば
ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ダ
ム
周
辺
が
そ
れ
に
あ
た
っ
た
が
、
都
市
改
造
は
い
ま
や
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
の
よ
う
な
旧
市
街
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ベ
ル
リ
ン
だ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
の
大
学
制
度
か
ら
す
る
と
周
辺
的
組
織
が
実
績
を
あ
げ
注
目
さ
れ
た
。
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
社
会
研
究
所
や
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ワ
ー
ル
ブ
ル
ク
研
究
所
が
と
く
に
有
名
で
あ
る
。
コ
ル
シ
ュ
の
講
義
も
大
学
の
末
端

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
科
目
だ
っ
た
。
ま
た
ベ
ル
リ
ン
で
は
既
存
の
大
学
と
は
異
な
る
民
間
の
成
人
教
育
用
の
ベ
ル
リ
ン
政
治
大
学
も
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活
況
を
呈
し
た
。
当
時
大
学
へ
は
も
ち
ろ
ん
、
高
等
学
校
ま
で
い
く
ひ
と
も
ま
だ
少
な
か
っ
た
。
左
翼
団
体
や
慈
善
団
体
は
夜
学
や
、

い
わ
ゆ
る
人
民
大
学
を
開
い
て
人
び
と
の
知
的
欲
求
に
こ
た
え
よ
う
と
し
た
。
パ
ク
タ
ー
自
身
教
え
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
ベ
ル

リ
ン
の
労
働
者
居
住
区
で
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
＝
シ
ュ
ル
ツ
ェ
が
主
宰
す
る
そ
う
し
た
学

校
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
関
す
る
科
目
を
教
え
た
。
こ
の
経
験
も
あ
っ
て
パ
ク
タ
ー
は
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
て
後
、
有
名
な
新
社
会

研
究
学
院
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
も
伝
統
的
な
学
部
や
学
問
に
代
わ
っ
て
周
辺
的
な
と
こ
ろ
か
ら
新
し
い
学
問
が
勃

興
し
つ
つ
あ
り
、
従
来
の
教
養
市
民
文
化
に
よ
っ
て
は
満
た
さ
れ
な
い
新
し
い
大
衆
層
も
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

４
、「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
世
界
─
Ｅ
・
Ｅ
・
ノ
ー
ト
の
『
回
想
録
』
か
ら

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
回
想
録
の
著
者
は
い
ず
れ
も
上
流
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
出
身
か
、
あ
る
い
は
パ
ク
タ
ー
の
よ
う
に
中

産
階
級
の
出
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
社
会
環
境
に
生
き
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
が
、
本
章
で
取
り
上
げ
る
回
想
録

『
あ
る
ド
イ
ツ
人
の
回 

の
著
者
エ
ル
ン
ス
ト
・
エ
ー
リ
ヒ
・
ノ
ー
ト
（
１
９
０
９
─
１
９
８
３
）
は
貧
困
階
級
の
出
身
者
で
あ

り
、
大
学
は
出
て
い
る
が
子
ど
も
時
代
は
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
環
境
で
育
ち
、
か
れ
自
身
そ
の
世
界
を
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
の
世

界
」
と
呼
ん
で
い
る
。
彼
の
最
初
の
著
作
は
『
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
』
と
題
さ
れ
た
新
即
物
的
手
法
に
よ
る
小
説
だ
っ
た
。
こ
こ
で
取

り
上
げ
る
「
回
想
録
」
は
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
成
立
の
前
後
で
第
一
部
の
ド
イ
ツ
時
代
と
、
亡
命
先
を
扱
う
第
二
部
の
フ
ラ
ン
ス
時
代

と
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
時
代
の
鍵
概
念
に
な
っ
て
い
る
の
が
や
は
り
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
だ
っ
た
。
元
来
彼
は
本
名
を

パ
ウ
ル
・
ク
ラ
ン
ツ
と
い
う
が
、
１
９
２
７
年
に
生
徒
仲
間
と
の
「
殺
害
契
約
」
に
関
わ
り
、
死
亡
者
も
出
た
こ
と
も
あ
っ
て
ベ
ル

リ
ン
の
み
な
ら
ず
広
く
社
会
に
注
目
さ
れ
た
。「
シ
ュ
テ
ー
ク
リ
ッ
ツ
の
生
徒
の
悲
劇
」
と
言
わ
れ
る
事
件
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
を
機

に
エ
ル
ン
ス
ト
・
エ
ー
リ
ヒ
・
ノ
ー
ト
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
』
は
こ
の
事
件
の
背
景
を
新
即
物
主
義
的
手

（　

）
４０想
』
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法
で
描
い
た
小
説
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
の
学
生
時
代
、
彼
は
既
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
に
原
稿
を
書
き
、
左
翼
的
な
政

治
活
動
に
も
加
わ
っ
て
い
た
。
ナ
チ
政
権
が
成
立
す
る
と
追
放
さ
れ
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
に
も
ど
っ
た
。

　

（
１
）「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
歴
史

　

「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
（M

ietsk
asern

e

 
     
     
 

）」
は
訳
せ
ば
「
賃
貸
兵
舎
住
宅
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
り
、
主
と
し
て
労
働
者
用
の
集
合

住
宅
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
そ
の
ま
ま
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
訳
語
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
同
種
の
集
合

住
宅
は
ベ
ル
リ
ン
に
限
ら
ず
、
大
都
市
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
建
造
物
だ
が
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
狭
い
土
地
に
で
き
る
だ
け
多
数
の
人
間

を
住
ま
わ
せ
る
と
い
う
意
図
の
も
と
に
広
く
普
及
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
古
典
的
研
究
と
言
っ
て
よ
い
建
築

家
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ヘ
ー
ゲ
マ
ン
の
著
書
『
石
造
り
の
ベ
ル
リ
ン　

世
界
最
大
の
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
都
市
の
歴
史
』（
１
９
３
０
）
の
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
に
見
ら
れ
る
よ
う 

「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
は
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
風
景
を
広
く
規
定
し
て
い
る
。

　

ベ
ル
リ
ン
の
下
層
民
の
側
か
ら
都
市
文
化
論
を
構
成
す
る
場
合
、「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
は
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
言
葉
で
あ
る
。
ま

ず
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
な
ど
に
よ
り
つ 

そ
の
歴
史
的
由
来
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
１
９
２
９
年
か
ら
１
９
３
２
年
に

か
け
て
、
ま
だ
始
ま
っ
て
数
年
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
子
供
向
け
の
講
話
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル

ネ
」
に
関
す
る
話
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
は
馴
染
の
建
物
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
彼
は
、
住
居
部
分
だ
け
で
な
く
中
庭
（
裏
庭
）
も
含
め
て
話
し
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン

の
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
に
は
通
常
三
つ
四
つ
の
中
庭
が
、
時
に
は
五
つ
や
六
つ
の
中
庭
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
は
「
賃
貸
兵
舎
住
宅
」
と
も
訳
さ
れ
る
よ
う
に
「
軍
隊
的
響
き
」
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
発
生
の
由
来
が

ベ
ル
リ
ン
の
軍
事
制
度
と
関
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
王
朝
に
は
「
兵
隊
王
」
と
呼
ば
れ
た
君
主
も
い
た
よ

（　

）
４１に
、

（　

）
４２つ
、
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う
に
、
ベ
ル
リ
ン
は
以
前
か
ら
軍
事
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
が
亡
く
な
っ
た
１
７
８
６
年
に
ベ
ル
リ
ン

に
は
既
に
三
万
六
千
人
の
駐
屯
軍
が
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
な
れ
ば
問
題
と
な
る
の
は
彼
ら
の
宿
舎
で
あ
り
、
大
王
は
軍
隊
と

そ
の
家
族
も
住
め
る
兵
舎
を
多
数
建
設
し
た
。

　

「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
成
立
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
が
「
兵
営
化
に
よ
る
住
宅
難
解
決
策
」
を
ベ
ル
リ
ン
の
住
民
に
対
し
て

も
導
入
し
た
こ
と
、
に
由
来
す
る
。「
大
王
は
首
都
を
水
平
方
向
に
拡
大
す
る
か
わ
り
に
、
…
…　

垂
直
に
、
上
の
空
に
向
か
っ
て
拡

張
し
た
」、
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
言
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
の
時
代
以
来
、
家
主
た
ち
は
従
来
の
二
、
三
階
建
て
の

一
家
族
用
の
家
屋
に
代
わ
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
建
て
こ
ん
だ
地
域
に
高
層
の
住
宅
、
つ
ま
り
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
を
建
設
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は　

世
紀
後
半
に
一
挙
に
高
ま
っ
た
。

１９

　

中
世
都
市
の
構
造
を
ま
だ
維
持
し
て
い
た
近
世
か
ら
現
代
的
都
市
へ
の
変
貌
の
過
程
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
都
市
は
多
か
れ
少

な
か
れ
都
市
改
造
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
最
も
大
規
模
な
都
市
改
造
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
オ
ス
マ
ン
に
よ
る
パ
リ
の

大
改
造
計
画
だ
っ
た
が
、
パ
リ
と
比
べ
て
ベ
ル
リ
ン
の
場
合
、
ホ
ー
ブ
レ
ヒ
ト
の
都
市
改
造
計
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
都
市
を
改

造
す
る
政
治
的
意
志
が
弱
体
だ
っ
た
た
め
、
投
機
的
な
経
済
の
な
す
が
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ 

１
８
７
０
年
代
の
投
機
的
な
資

本
主
義
の
時
代
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
リ
ュ
ン
ダ
ー
ツ
ァ
イ
ト
（
泡
沫
会
社
乱
立
時
代
）」
の
こ
と
で
あ
る
。「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
が
多

数
生
ま
れ
た
の
は
こ
の
時
代
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
街
路
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
れ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。

　

（
２
）「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
─
住
民
と
生
活

　

ノ
ー
ト
も
ま
た
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
は
グ
リ
ュ
ン
ダ
ー
時
代
以
来
ベ
ル
リ
ン
の
街
路
像
を
支
配
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ

れ
は
ま
た
狂
乱
の
建
築
投
機
の
象
徴
で
あ
り
、
勃
興
す
る
大
衆
社
会
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
マ
ン
も
そ
う
だ
が
、「
ミ
ー
ツ
カ

（　

）
４３た
。
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ゼ
ル
ネ
」
は
と
か
く
労
働
者
の
生
活
環
境
の
劣
悪
さ
を
説
明
す
る
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
日
の
見
方
か
ら
は
信
じ

が
た
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
時
代
の
基
準
か
ら
み
れ
ば
「
モ
ダ
ン
」
な
建
物
だ
っ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
グ
リ
ュ
ン
ダ
ー
時
代

の
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
は
、
で
き
る
だ
け
小
さ
な
空
間
に
最
大
限
可
能
な
人
び
と
を
住
ま
わ
せ
る
と
い
う
時
代
の
要
求
に
か
ん
が

み
れ
ば
、「
時
宜
に
か
な
っ
た
」
建
物
だ
っ
た
。
廊
下
の
共
同
便
所
に
代
わ
っ
て
、
す
で
に
か
な
り
の
個
々
の
住
居
に
ト
イ
レ
が
あ
っ

た
し
、
一
部
の
住
居
に
は
入
浴
設
備
も
あ
っ
た
。

　

「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
は
六
階
建
て
で
、
階
段
が
三
つ
あ
っ
た
。
住
民
の
大
半
は
貧
困
層
で
、
家
族
は
子
沢
山
だ
っ
た
。
こ
の
高

層
ア
パ
ー
ト
（「
住
宅
工
場
」）
一
つ
の
入
居
者
は
数
百
人
に
及
ん
だ
。
建
物
の
所
有
者
は
た
び
た
び
代
わ
っ
て
、
住
民
は
所
有
者
が

誰
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
建
物
の
管
理
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
、
壁
に
ひ
び
が
は
い
っ
て
い
た
り
、
ド
ア
に
は
隙
間
が
あ
っ
た
り
し
、

必
要
が
あ
っ
て
も
修
理
は
行
な
わ
れ
ず
、
そ
れ
で
い
て
絶
え
ず
賃
料
は
上
げ
ら
れ
た
。
門
衛
は
地
下
部
屋
に
住
ん
で
い
た
が
、
仕
事

が
き
つ
い
た
め
絶
え
ず
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
、
と
ノ
ー
ト
は
報
告
し
て
い 

　

「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
住
民
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
に
お
い
て
は
外
面
的
な
生
活
条
件
は
同
じ
よ

う
に
悪
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
住
民
の
間
で
統
一
的
な
階
級
構
造
は
な
く
、
彼
ら
同
士
の
連
帯
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
住
民
に
は

貧
困
層
が
多
か
っ
た
と
は
い
え
、
社
会
構
成
は
多
様
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
工
場
労
働
者
が
多
く
住
ん
で
い
た
が
、
下
層
の
職
員
や
役

人
も
い
た
し
、
な
か
に
は
身
分
の
定
か
な
ら
ぬ
者
も
い
た
。
そ
の
た
め
住
民
の
間
に
共
属
感
情
が
芽
生
え
る
の
は
抑
え
ら
れ
た
。
隣

人
た
ち
は
親
し
い
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
敵
対
し
て
お
り
、
家
主
の
干
渉
に
対
し
賃
借
人
と
し
て
共
同
で
行
動
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
も
あ
っ
て
彼
ら
が
共
有
し
て
い
た
も
の
と
い
え
ば
、
不
潔
で
悲
惨
な
生
活
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
収
入
は
多
少
の
違
い
は
あ
れ
同

じ
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
経
済
恐
慌
に
な
れ
ば
失
業
保
険
給
付
も
生
活
保
護
費
も
役
に
立
た
な
か
っ
た
。

　

ベ
ル
リ
ン
の
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
に
は
ド
イ
ツ
特
有
の
問
題
も
あ
っ
た
。
ノ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
他
国
で
は
考
え
ら

（　

）
４４る
。
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れ
な
い
よ
う
な
「
身
分
自
慢
」
が
支
配
的
で
あ
る
。
職
員
層
は
労
働
者
よ
り
自
分
た
ち
の
方
が
上
と
み
な
し
、
給
与
水
準
は
低
く
て

も
役
人
は
労
働
者
や
職
員
層
を
見
下
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
身
分
意
識
の
も
と
で
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
住
民
が
政
治
的
な
統
一

戦
線
を
組
む
の
は
考
え
ら
れ
な
い
。
労
働
者
は
も
っ
ぱ
ら
社
会
民
主
党
か
共
産
党
を
支
持
し
て
い
た
し
、
職
員
層
は
急
速
に
影
響
力

を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
中
間
的
諸
政
党
を
支
持
し
、
役
人
た
ち
は
そ
れ
よ
り
右
翼
に
位
置
し
て
い
た
。
選
挙
戦
の
と
き
は
「
ミ
ー
ツ
カ

ゼ
ル
ネ
」
の
部
屋
の
窓
そ
れ
ぞ
れ
に
支
持
政
党
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
。「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
に
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
の
旗
が
多
く
な

っ
た
と
き
、
ノ
ー
ト
は
す
で
に
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
を
脱
け
出
し
て
い 

　

「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
住
民
に
と
っ
て
神
聖
で
不
可
侵
だ
っ
た
の
が
「
良
い
部
屋
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
一
部
屋
で
あ
る
。
そ
れ

は
庶
民
の
男
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
威
信
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
庶
民
の
妻
の
誇
り
で
あ
り
飾
り
で
も
あ
っ
た
。
大
半
の
「
ミ
ー

ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
住
居
は
台
所
と
廊
下
、
ト
イ
レ
と
二
つ
の
部
屋
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
浴
室
に
あ
る
ト
イ
レ
は
貴
重
だ
っ
た
し
、

ア
パ
ー
ト
の
前
面
に
住
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
小
さ
な
バ
ル
コ
ニ
ー
さ
え
あ
っ
た
。
住
民
に
多
い
貧
困
層
に
は
子
ど
も
が
多
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
つ
の
部
屋
の
う
ち
一
つ
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
「
良
い
部
屋
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
実
際
に
は
住
む
た
め
や
寝
る
た

め
に
賃
貸
さ
れ
、
収
入
を
え
て
い 

そ
の
た
め
家
族
は
一
つ
の
ベ
ッ
ド
に
二
、
三
人
寝
る
こ
と
に
す
る
か
、
子
ど
も
の
ベ
ッ
ド
を

暗
く
寒
い
廊
下
に
置
く
か
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
神
聖
な
「
良
い
部
屋
」
を
日
常
的
な
住
ま
い
に
利
用
す
る
し

か
な
か
っ
た
。「
良
い
部
屋
」
に
は
「
良
い
」
家
具
が
置
か
れ
、
窓
に
は
清
潔
な
カ
ー
テ
ン
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
極
め
つ

け
の
キ
ッ
チ
ュ
な
置
物
や
ひ
ど
く
埃
を
か
ぶ
っ
た
装
飾
品
が
集
め
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
家
族
の
ア
ル
バ
ム
や
時
に
は
装
飾

用
に
机
の
上
に
聖
書
が
お
か
れ
、
金
色
に
縁
ど
ら
れ
た
装
丁
の
古
典
的
書
物
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
誰
も
読
み
は
し
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
は
す
べ
て
が
ぴ
か
ぴ
か
し
て
い
た
。「
良
い
部
屋
」
は
特
別
の
お
祝
い
の
時
に
利
用
さ
れ
、
こ
こ
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
渡
し
た
り
し
た
。「
良
い
部
屋
」
で
家
族
が
寝
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
子
ど
も
が
部
屋
や
ベ
ッ
ド
を
両
親
と
共
有
せ
ね
ば
な
ら
な

（　

）
４５た
。

（　

）
４６た
。
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い
と
き
に
は
、
部
屋
の
防
音
設
備
が
な
か
っ
た
の
で
、
年
頃
の
子
ど
も
た
ち
は
意
図
せ
ざ
る
両
親
の
授
業
に
よ
っ
て
性
教
育
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
族
の
秘
密
は
こ
こ
で
は
護
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
に
は
「
親
密
領
域
」
は
な
く
、

保
護
さ
れ
た
子
ど
も
時
代
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
政
治
運
動
の
形
態
に
も
変
化
が
あ
っ
た
。
政
党
や
そ
の
下
部
組
織
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
政
治
的
闘
争
組
織
の
メ
ン
バ
ー
は

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、
上
着
に
政
治
的
な
記
章
を
つ
け
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
が
街
頭
行
進
を
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、

潜
在
的
な
内
戦
は
い
つ
公
然
た
る
内
戦
に
変
わ
っ
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
。
共
産
党
系
の
「
赤
色
戦
線
（R

o
te
F
ro
n
t

 
 
    
  
 
 
）」
や
社
会

民
主
党
系
の
「
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ー
ナ
ー
（R

eich
sb
an
n
er

 
    
  
  
 
  

）」、
そ
し
て
愛
国
主
義
的
な
防
衛
諸
団
体
、
と
り
わ
け
「
鉄
兜
団
（S

tah
lh
elm

 
   
  
   

）」

や
「
ド
イ
ツ
青
年
団
」（Ju

n
g
d
eu
tsch
e
O
rd
en

   
 
 
 
  
    
   
  
  

）」
ら
が
街
頭
に
く
り
だ
し
て
い
た
が
、
や
が
て
ナ
チ
の
褐
色
の
大
群
が
す
べ
て
を

の
み
こ
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
対
立
や
敵
対
は
個
人
的
諍
い
に
も
及
ん
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
う
し
た
重
苦
し
い
日
常
生
活

か
ら
政
治
的
急
進
主
義
が
生
ま
れ
、「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
住
民
の
関
係
を
心
暖
か
い
も
の
に
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
彼
ら
の
生

活
環
境
で
共
通
す
る
も
の
と
言
え
ば
、
騒
音
で
あ
り
悪
臭
で
あ
り
、
絶
え
ず
心
配
事
が
あ
る
こ
と
や
喜
び
の
な
さ
で
あ
っ
た
。
し
か

も
住
民
た
ち
は
お
の
れ
の
悲
惨
さ
の
責
任
を
近
隣
の
ひ
と
に
求
め
が
ち
で
、
家
主
や
雇
用
者
や
経
済
的
政
治
的
状
況
に
求
め
た
り
は

し
な
か
っ
た
、
と
ノ
ー
ト
は
観
察
し
て
い 

　

（
３
）
学
校
生
活
と
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」

　

こ
の
よ
う
な
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
は
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
の
ノ
ー
ト
に
と
っ
て
、「
家
」
で
あ
り
ま
た
「
牢
獄
」
で
も
あ
っ
た
。
そ

こ
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
エ
ル
ン
ス
ト
は
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
環
境
の
な
か
で
育
っ
た
。
一
族
に
は
「
ミ
ー
ツ

カ
ゼ
ル
ネ
」
に
住
ん
で
い
る
ひ
と
が
他
に
も
何
人
か
い
た
。「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
子
ど
も
た
ち
と
同
様
、
エ
ル
ン
ス
ト
も
６
歳
に

（　

）
４７る
。
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な
る
と
国
民
学
校
に
入
学
し
た
。
祖
父
や
母
親
は
「
よ
り
良
い
学
校
」
に
入
れ
た
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
が
、
忍
び
寄
る
イ
ン
フ

レ
の
も
と
で
ど
う
み
て
も
無
理
な
願
望
で
あ
っ
た
。
細
か
な
経
緯
は
省
略
す
る
が
、
エ
ル
ン
ス
ト
は
「
特
別
優
秀
」
だ
っ
た
た
め
上

級
学
校
へ
の
進
学
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
ず
地
元
の
マ
リ
エ
ン
ド
ル
フ
地
区
の
「
実
科
ギ
ム
ナ
ー
ジ
ウ
ム
（R

ealg
ym
n
asiu
m

 
    
  
 
    
 

）」
を

経
て
、
ヘ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
有
名
な
オ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
学
校
に
進
み
、
最
終
的
に
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
に
入
学
し
た
。
ホ
ル

ク
ハ
イ
マ
ー
や
ア
ド
ル
ノ
が
い
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
や
マ
ン
ハ
イ
ム
も
い
た
、
当
時
の
ド
イ
ツ
で
最
も
活
気
に
満
ち
た
大
学
だ
っ
た
。

ノ
ー
ト
は
博
士
論
文
を
書
き
上
げ
た
が
、
共
産
主
義
的
活
動
を
理
由
に
、
審
査
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
国
外
に
追
放
さ
れ
た
「
最
初

の
ア
ー
リ
ア
人
の
一
人
」
と
な
っ
た
。

　

本
論
文
の
主
題
は
ベ
ル
リ
ン
な
の
で
大
学
進
学
以
前
の
ノ
ー
ト
に
戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。
彼
は
上
級
学
校
に
進
学
す
れ
ば
し
た
で
、

恵
ま
れ
た
子
弟
の
な
か
で
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
生
活
の
惨
め
さ
は
一
層
こ
た
え
た
。
彼
の
作
文
や
宿
題
に
は
し
ば
し
ば
し
み
や

汚
れ
の
跡
が
あ
っ
た
。
自
分
の
勉
強
机
は
な
か
っ
た
の
で
、
時
に
は
窓
の
敷
居
や
が
た
が
た
す
る
調
理
台
の
隅
を
机
代
わ
り
に
使
っ

た
。
そ
こ
は
汚
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
自
分
の
ベ
ッ
ド
も
な
く
弟
と
共
有
し
て
い
た
。
換
気
が
悪
く
階
段
の
下
の
騒
音
が
聞

こ
え
る
廊
下
で
寝
て
い
た
。
ま
っ
た
く
寝
ら
れ
ず
学
校
へ
行
く
こ
と
も
多
か
っ
た
。
身
体
を
清
潔
に
保
つ
の
も
難
し
か
っ
た
。
水
道

の
流
し
を
使
い
水
道
の
蛇
口
の
水
で
簡
単
に
体
を
洗
う
だ
け
で
す
ま
せ
て
い
た
。
そ
ん
な
具
合
だ
っ
た
の
で
新
し
い
友
人
た
ち
の
家

に
招
待
さ
れ
た
く
は
な
か
っ
た
。
家
を
訪
ね
る
に
は
上
品
な
制
服
だ
け
で
な
く
良
い
服
が
必
要
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
欲
し
い
な
ど
と

は
言
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
学
校
の
友
達
に
は
自
分
の
生
活
環
境
を
知
ら
れ
た
く
は
な
か
っ
た
、
と
ノ
ー
ト
は
記
し
て
い 

　

上
級
学
校
へ
進
学
す
る
と
、
ノ
ー
ト
は
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
の
友
人
た
ち
」
を
す
べ
て
失
っ
た
。
新
し
い
学
校
の
帽
子
を
か
ぶ
る

よ
う
に
な
る
と
、「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
仲
間
に
よ
っ
て
そ
の
帽
子
は
階
級
的
誇
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
み
な
さ
れ
、
ノ
ー
ト
は
か
つ
て

の
遊
び
仲
間
か
ら
不
信
と
敵
対
心
で
見
つ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
お
ま
け
に
進
学
当
初
、
新
し
い
友
達
は
い
な
か

（　

）
４８る
。
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っ
た
し
、
恵
ま
れ
た
級
友
た
ち
に
た
え
ず
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
て
い
た
。

　

成
長
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
不
具
合
は
お
の
ず
と
な
く
な
っ
た
。
友
人
と
は
居
酒
屋
や
街
歩
き
、
公
園
な
ど
で
落
ち
合
う
よ

う
に
な
り
、
そ
こ
で
は
如
何
な
る
保
護
や
監
督
か
ら
も
逃
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
通
り
は
ま
す
ま
す
わ
が
家
の
よ
う
に
な
っ
た
。

家
と
学
校
の
比
重
は
後
退
し
た
。
政
治
的
な
デ
モ
行
進
に
加
わ
っ
た
り
、
街
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
た
り
、
居
酒
屋
に
行
っ
た
り
し
、
大

人
の
真
似
を
し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
振
舞
を
正
当
化
す
る
理
由
づ
け
に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
。
例
え
ば
ニ
ー
チ
ェ
の
「
善
悪
の

彼
岸
」
に
関
す
る
本
で
あ
っ
た
り
、
や
り
た
い
放
題
の
賛
美
で
あ
っ
た
り
、
彼
ら
を
理
解
し
な
い
親
や
教
師
の
軽
蔑
だ
っ
た
り
、
さ

ら
に
は
ま
た
彼
ら
の
恐
ろ
し
い
ま
で
の
孤
独
で
あ
っ
た
り
し
た
。
愛
情
や
承
認
に
飢
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
学
校
や
家
庭
よ
り
自
由
で
は
あ
っ
て
も
、
通
り
の
生
活
に
は
別
の
制
約
が
つ
き
ま
と
っ
た
。
身
分
的
階
級
的
な
制
約
は
子

ど
も
の
学
校
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
街
頭
で
の
遊
び
に
さ
え
影
響
を
与
え
て
い
た
。
女
の
子
と
遊
ぶ
に
し
て
も
仲
間
は
豊
か
な
階
級
の

女
子
高
生
を
選
び
、
彼
女
た
ち
も
ギ
ム
ナ
ー
ジ
ウ
ム
の
男
子
高
校
生
を
選
ん
だ
。
貧
困
層
の
ノ
ー
ト
は
こ
こ
で
も
屈
折
し
た
気
持
ち

を
味
わ
う
こ
と
に
な
っ
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
別
荘
地
区
に
住
む
上
流
階
級
の
子
弟
は
自
ら
女
子
高
生
を
探
す
必
要
も
な
く
、
親

か
ら
遊
び
用
に
下
層
階
級
の
女
の
子
を
与
え
ら
れ
て
い
た
、
と
い 

　

世
紀
末
の
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
青
年
時
代

１９

が
、
１
９
２
０
年
代
の
ベ
ル
リ
ン
で
も
再
現
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
パ
ク
タ
ー
も
父
親
世
代
を
批

判
で
き
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

（
４
）「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
の
ロ
マ
ン
主
義
」

　

と
こ
ろ
で
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
は
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
世
界
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
懐
か
し
い
「
心
温
ま
る
（g

em
u
tlich

 
  
 
     

）」
生

活
環
境
と
し
て
描
き
だ
さ
れ
て
き
た
。
郷
土
画
家
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
で
は
知
ら
な
い
者
の
い
な
い
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ツ
ィ 

、「
ミ
ー

（　

）
４９う
。

（　

）
５０レ
が
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ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
世
界
を
た
び
た
び
描
い
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
彼
の
絵
と
も
ど
も
郷
愁
の
対
象
と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。

　

ノ
ー
ト
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、「
売
春
宿
ロ
マ
ン
主
義
」、「
浮
浪
者
ロ
マ
ン
主
義
」
と
と
も
に
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
ロ
マ

ン
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
物
書
き
の
世
界
に
見
ら
れ
る
、「
売
春
宿
」
や
「
浮
浪
者
」
を
悲
惨
で
あ
る
と
言
い
つ
つ
も
美
化

し
て
し
ま
う
傾
向
に
異
を
唱
え
て
い
る
。
ノ
ー
ト
に
と
っ
て
そ
れ
は
外
部
の
ひ
と
の
見
方
で
あ
り
、
特
に
ベ
ル
リ
ン
の
「
ミ
ー
ツ
カ

ゼ
ル
ネ
」
は
彼
ら
に
よ
っ
て
「
人
間
的
に
宥
和
的
」
な
特
徴
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
た
。
例
え
ば
「
手
回
し
オ
ル
ガ
ン
弾
き
（
ラ
イ
ア

ー
カ
ス
テ
マ
ン
）」
で
あ
る
。
そ
の
オ
ル
ガ
ン
に
合
わ
せ
て
野
卑
だ
が
陽
気
な
裏
庭
の
女
の
子
た
ち
が
踊
り
狂
っ
て
い
る
と
い
う
姿
や
、

小
生
意
気
な
腕
白
小
僧
や
お
て
ん
ば
娘
な
ど
が
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
光
景
と
し
て
描
か
れ
る
。「
手
回
し
オ
ル
ガ
ン
弾
き
」
は
定

期
的
に
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
裏
庭
に
や
っ
て
く
る
。
彼
ら
が
演
奏
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
い
つ
も
同
じ
だ
っ
た
。
小
銭
を
受
け
取

る
と
「
ダ
ン
ケ
、
ダ
ン
ケ
」
と
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に
繰
り
返
す
の
も
一
緒
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
「
モ
デ
ル
ネ
」
の
一
面
が
繁
華
街
ク

ー
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ダ
ム
の
贅
沢
に
輝
く
光
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
面
は
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
裏
庭
で

見
ら
れ
た
。

　

乞
食
や
浮
浪
者
も
絶
え
ず
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
に
や
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
の
住
民
の
な
か
に
は
密
か
に
別
の
地
域
に
出
か
け
、

そ
こ
で
物
乞
い
し
て
い
る
ひ
と
も
い
た
の
で
、
あ
ま
り
収
穫
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
ス
ト
リ
ー
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
い
た
が
、

ノ
ー
ト
に
と
っ
て
む
し
ろ
印
象
深
か
っ
た
の
は
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
玄
関
の
間
に
や
っ
て
く
る
音
楽
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
ノ
ー

ト
の
義
父
は
い
か
さ
ま
だ
と
馬
鹿
に
し
て
い
た
が
、
通
常
は
４
人
で
定
期
的
に
や
っ
て
き
て
吹
奏
楽
を
演
奏
し
た
。
彼
ら
は
見
下
さ

れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ
て
い
た
。
階
段
の
踊
り
場
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
鳴
り
響
か
せ
、
建
物

の
ひ
び
が
入
っ
た
壁
が
揺
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
演
奏
は
「
主
を
ほ
め
た
た
え
よ
」
で
始
ま
り
、
第
一
次
大
戦
の
塹
壕
で
も

歌
わ
れ
た
と
い
う
「
お
前
の
人
生
を
愉
し
め
（F

reu
t
eu
ch
d
es
L
eb
en
s

 
  
 
    
  
  
    
  
  
 

）」
も
演
奏
さ
れ
た
。
ビ
ー
ル
や
タ
バ
コ
が
演
奏
代
替
わ
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り
で
あ
っ
た
。
映
画
化
さ
れ
た
『
ベ
ル
リ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
』
に
は
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
中
庭
で
演
奏
に
合
わ
せ
て

娼
婦
と
お
ぼ
し
き
女
性
が
「
愛
は
来
た
り
、
愛
は
去
る
（L

ieb
e
k
o
m
m
t,
L
ieb
e
g
eh
t

 
   
   
 
 
 
    
   
   
  
 
）」」
を
歌
い
、
主
人
公
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ビ

ー
バ
コ
プ
フ
が
こ
れ
を
聴
い
て
い
る
シ
ー
ン
が
あ
る
。

　

貧
民
の
生
活
は
荒
ん
で
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
心
暖
か
い
面
も
も
ち
、
時
に
は
そ
こ
で
愛
も
生
ま
れ
る
と
い
う
の
は
嘘
で
は
な
い

だ
ろ
う
が
、「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
実
態
と
は
別
の
回
路
に
移
し
て
し
ま
う
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
新
即
物
主
義
的
な

冷
た
さ
と
不
愛
想
さ
で
描
か
れ
た
彼
の
『
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル 

は
、
こ
の
よ
う
な
「
ロ
マ
ン
化
」（
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
）
の
思
考
回
路
を

拒
否
し
て
お
り
、
作
家
ノ
ー
ト
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
ノ
ー
ト
本
人
と
想
定
さ
れ
る
人
物
の
「
成
長
」
に
即
し
て
語
ら
れ

る
が
、
主
役
は
彼
本
人
で
あ
る
と
い
う
よ
り
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
と
い
う
集
合
住
宅
と
そ
の
「
環
境
」
で
あ
っ
た
。
ジ
ー
ク
フ
リ

ー
ト
・
ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
は
『
カ
リ
ガ
リ
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
ま 

に
お
い
て
新
即
物
主
義
を
「
問
い
を
発
す
る
こ
と
が
な
い
」
と
批
判

し
て
い
る
が
、
言
葉
と
し
て
は
問
わ
ず
と
も
作
品
全
体
が
問
う
て
い
る
ノ
ー
ト
の
手
法
に
彼
の
批
判
は
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

５
、
終
わ
り
に
─
「
都
市
文
化
の
経
験
」
に
向
け
て
の
総
括

　

本
論
文
も
長
く
な
っ
た
の
で
最
後
に
ノ
ー
ト
に
関
す
る
章
を
含
め
本
論
全
体
を
総
括
し
て
お
き
た
い
。　

ベ
ル
リ
ン
の
「
都
市
文
化

の
経
験
」
を
主
題
と
す
る
場
合
、
同
時
代
の
ベ
ル
リ
ン
を
体
験
し
た
ひ
と
の
記
録
が
有
益
で
あ
る
。
同
時
代
の
エ
ッ
セ
イ
や
評
論
も

あ
れ
ば
、
自
伝
や
回
想
録
、
さ
ら
に
は
小
説
の
類
も
あ
る
。
そ
の
際
ベ
ル
リ
ン
を
そ
こ
の
住
民
と
し
て
内
側
か
ら
体
験
し
た
ひ
と
の

記
録
が
貴
重
な
の
は
当
然
だ
が
、
旅
行
者
と
し
て
で
あ
れ
、
一
時
的
滞
在
者
と
し
て
で
あ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
を
外
部
か
ら
体
験
し
た
ひ

と
の
記
録
（
本
論
文
で
は
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
「
回
想
」）
も
同
じ
よ
う
に
貴
重
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（　

）
５１ネ
』

（　

）
５２で
』
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「
都
市
文
化
の
経
験
」
と
い
う
精
神
史
的
な
水
脈
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
い
う
問
題
意
識
を
自
覚
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

藤
田
省
三
の
言
う
「
生
活
史
に
く
い
こ
む
思
想
史
」、
あ
る
い
は
「
生
活
史
的
背
景
を
も
つ
思
想 

と
い
う
発
想
で
あ
っ
た
。
本
論

文
で
用
い
た
題
材
は
「
回
想
録
」
な
の
で
掘
り
下
げ
は
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
パ
ク
タ
ー
が
当
時
の
青
年
の
「
カ
フ
ェ
通
い
」
を

彼
ら
の
生
活
様
式
や
下
宿
の
建
物
の
構
造
か
ら
説
明
し
て
い
る
箇
所
や
、
ノ
ー
ト
が
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
と
呼
ば
れ
る
集
合
住
宅

の
構
造
と
生
活
様
式
に
触
れ
て
い
る
箇
所
は
「
生
活
史
的
背
景
を
も
つ
思
想
史
」
の
方
法
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

と
同
時
に
「
都
市
文
化
の
経
験
」
と
い
う
場
合
に
は
、
一
方
で
都
市
を
貫
き
都
市
住
民
に
共
有
さ
れ
た
文
化
意
識
が
あ
り
、
他
方

で
そ
の
下
位
に
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
想
定
で
き
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
形
態
は
都
市
に
よ
っ
て
ち
が
っ
て
く
る
。
世
紀
転
換
期
の
ベ
ル

リ
ン
に
つ
い
て
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
が
観
察
し
た
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
共
有
さ
れ
た
文
化
意
識
の
欠
如
と
い
う
問
題
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
に
も
、
ギ
ル
バ
ー
ト
や
パ
ク
タ
ー
、
そ
し
て
ノ
ー
ト
ら
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
は
大
学

世
界
の
、
パ
ク
タ
ー
は
ロ
マ
ー
ニ
ッ
シ
ェ
ス
・
カ
フ
ェ
な
ど
を
根
城
と
す
る
文
化
人
の
閉
鎖
性
を
、
ノ
ー
ト
は
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」

の
貧
民
た
ち
の
間
で
も
細
か
な
身
分
的
序
列
意
識
が
根
強
く
あ
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。

　

だ
が
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
統
一
的
文
化
意
識
の
欠
如
と
下
位
文
化
の
乱
立
、
並
存
と
い
う
事
態
は
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
思
想
文
化

の
活
動
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
逆
に
活
性
化
さ
せ
て
い
た
、
と
い
う
ベ
ル
リ
ン
文
化
の
内
的
構
造
が
注
目
に
価

す
る
。
例
え
ば
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
な
ら
い
か
に
も
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ら
し
い
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
ハ
ン
ブ
ル
ク
な
ら
ば
そ
こ
に
相
応
し
い
作

曲
家
が
活
躍
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ベ
ル
リ
ン
の
音
楽
世
界
は
特
定
の
性
格
を
も
た
ず
、
何
で
も
受
け
入
れ
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
あ

っ
た
。
あ
る
い
は
無
個
性
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
あ
ら
ゆ
る
実
験
や
新
し
い
も
の
が
受
け
入
れ
ら 

全
体
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
史
上
例

の
な
い
活
況
を
生
み
だ
し
て
い
た
と
い
う
認
識
も
あ
っ
た
。

　

本
論
文
で
取
り
上
げ
た
人
物
の
う
ち
、
ノ
ー
ト
を
除
く
三
人
は
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
の
開
花
に
つ
い
て
語
っ
て
い

（　

）
５３史
」

（　

）
５４れ
、
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る
。
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ
そ
れ
自
体
は
ベ
ル
リ
ン
に
限
ら
ず
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
大
都
市
を
主
要
な
舞
台
と
し
て
い
る
。
モ
ダ
ン
ラ
イ
フ

は
生
活
、
娯
楽
、
文
化
の
局
面
に
お
い
て
新
し
い
も
の
を
生
み
だ
し
、
そ
れ
ら
が
併
存
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て

は
単
な
る
並
存
を
許
さ
な
い
相
互
の
対
立
を
生
み
だ
し
や
す
い
状
況
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
そ
れ
を

可
能
に
し
た
原
因
は
な
に
か
を
生
活
史
に
遡
っ
て
あ
き
ら
か
に
す
る
の
が
「
ベ
ル
リ
ン
─
都
市
文
化
の
経
験
」
論
の
中
心
的
な
課
題

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

註
　

本
論
文
の
性
格
を
考
え
、
邦
訳
の
あ
る
も
の
は
訳
書
の
み
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
一
部
訳
語
な
ど
は
邦
訳
に
は
よ
っ
て
い
な
い
。

（
１
）　

ジ
ン
メ
ル
・
ゲ
オ
ル
ク
（S

im
m
el
G
eo
rg

 
  
 
    
  
  

）、
居
安
正
訳
「
大
都
市
と
精
神
生
活
」（
１
９
０
３
）、『
ジ
ン
メ
ル
著
作
集
第　

巻
（
新
装
版
）』（
白

１２

水
社
、
１
９
９
４
年
）
所
収
。

（
２
）　

E
n
d
ell
A
u
g
u
st,

 
 
 
     
 
 
 
    D

ie
Schönheit

der
G
roßstad

 
                  
       t  ,

S
tu
ttg
art
1908.

   
  
   
         　

美
術
史
的
に
言
う
と
当
時
の
ド
イ
ツ
は
印
象
主
義
か
ら
表
現
主
義
に
至

る
時
期
だ
っ
た
が
、
エ
ン
デ
ル
の
本
書
は
印
象
主
義
的
な
ベ
ル
リ
ン
論
と
言
っ
て
よ
い
。
農
村
と
対
比
し
て
都
会
を
醜
悪
な
も
の
と
し
て
描
く
主

要
な
論
調
に
対
し
、
文
字
通
り
大
都
会
の
「
美
し
さ
」
を
前
面
に
出
す
、
都
市
文
化
史
上
重
要
な
意
味
を
も
つ
本
で
あ
る
。

（
３
）　

S
ch
effler

K
arl,

 
  
        
     B
erlin.

Schicksal
einer

Stad

 
                           t  ,

B
erlin

1910.

   
     
      　

本
書
に
つ
い
て
は
拙
稿
「「
植
民
都
市
」
ベ
ル
リ
ン
の
転
変
─
〈
ド
イ
ツ
と

東
方
〉
問
題
の
一
側
面
」（
註
５
を
参
照
）
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

（
４
）　

O
stw
ald
H
an
s
h
rsg
.,

 
   
   
  
  
   
   
   G

roßstadt-D
okum

ente

 
          
    
    

50
B
d
e.

     
 
  

（
５
）　

ベ
ル
リ
ン
論
、
都
市
論
に
関
す
る
拙
稿
と
し
て
以
下
の
文
献
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。「「
植
民
都
市
」
ベ
ル
リ
ン
の
転
変
─
〈
ド
イ
ツ
と
東
方
〉
問

題
の
一
側
面
─
」、
共
著
『
近
代
国
家
の
再
検
討
』（
慶
応
大
学
出
版
会
、
１
９
９
８
）
所
収
。「
世
紀
転
換
期
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
風
景
─
「
ミ
ー
ツ

カ
ゼ
ル
ネ
」
と
Ｈ
・
ツ
ィ
レ
」、
寺
尾
誠
編
『
都
市
と
文
明
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
１
９
９
６
）
所
収
、（
な
お
本
書
で
は
校
正
ミ
ス
で
筆
者
名
が

蔭
山
弘
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
が
、
蔭
山
宏
が
正
し
い
。
こ
こ
に
訂
正
し
、
記
録
し
て
お
き
た
い
）。「
ナ
チ
ズ
ム
と
ベ
ル
リ
ン
・
ケ
ー
ニ
ヒ
〈
回
想

録
〉
へ
の
注
釈
」、
中
村
勝
巳
編
『
歴
史
の
な
か
の
現
代
─
西
洋
・
ア
ジ
ア
・
日
本
─
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
１
９
９
９
）
所
収
。「「
ジ
ン
メ
ル
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と
〈
１
９
２
０
年
代
〉」、『
法
学
研
究
』（
同
上
、
１
９
８
８
年　

月
）
所
収
。「
ド
イ
ツ
印
象
主
義
の
社
会
的
側
面
─
大
都
市
経
験
と
芸
術
─
」、

１２

『
法
学
研
究
』（
同
上
、
１
９
９
６
年
９
月
）
所
収
。「
現
代
的
都
市
経
験
の
一
断
面
─
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
遊
歩
者
」、
共
著
『
転
換
期
の
政
治
思
想
─

　

世
紀
か
ら
の
問
い
』、（
創
文
社
、
２
０
０
２
年
）
所
収
。

２０

（
６
）　

シ
ベ
ル
ブ
シ
ュ
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
（S

ch
iverb

u
sch
W
o
lfg
an
g

 
  
     
 
   
  
    
  
 

）、
福
本
義
憲
・
高
本
教
之
・
白
木
和
美
訳
『
敗
北
の
世
紀　

敗
戦
ト
ラ
ウ
マ
・

回
復
・
再
生
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
２
０
０
７
年
）、
３
１
８
頁
以
下
。
ド
イ
ツ
で
「
世
界
都
市
」
と
言
わ
れ
る
の
は
ベ
ル
リ
ン
だ
け
で
あ
る
。

（
７
）　

Z
u
ck
m
ayer

C
arl,

 
 
  
 
      
     A

ls
w
är’s
ein
Stück

von
m
i

 
    
                    
 r  ,

F
isch
er
T
B
1988.

   
    
    
 
      　

本
書
は
ツ
ッ
ク
マ
イ
ア
ー
の
回
想
録
。
当
然
文
芸
領
域
が
充
実
し

て
い
る
が
、
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
も
あ
る
。

（
８
）　

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
（Z

w
eig
S
tefan

 
 
   
  
     

）、
原
田
義
人
訳
『
昨
日
の
世
界
Ⅰ
』（
み
す
ず
書
房
、
１
９
７
３
年
）

（
９
）　

H
essel

F
ran
z

 
       
   
 

に
つ
い
て
は
著
作
集
の
他
、
研
究
書
も
多
少
出
て
い
る
が
、
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
早
く
か
ら
ヘ
ッ
セ
ル
に
注
目
し
た
園
田
尚
弘

の
「
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
フ
ラ
ン
ツ
・
ヘ
ッ
セ
ル
」、『
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
（
人
文
科
学
篇
）
第　

巻
第
１
号
、
１
９
８
６
年
７
月
、

２７

同
「
フ
ラ
ン
ツ
・
ヘ
ッ
セ
ル
の
小
説
と
ベ
ル
リ
ン
」、『
長
崎
大
学
総
合
環
境
研
究
（
２
）』、
２
０
０
０
年
な
ど
が
あ
り
、
前
者
に
は
簡
単
な
経
歴

の
紹
介
が
あ
る
。
ヘ
ッ
セ
ル
の
仕
事
の
概
観
に
は
、A

u
sstellu

n
g
sb
u
ch
erarb

eitet
vo
n
W
ich

 
 
       
 
 
  
 
  
      
        
 
  
   

n
er
E
rn
est
u
n
d
W
iesn
er
H
erb
ert,

 
    
  
     
 
 
  
    
   
 
   
     Franz

      

H
esse

 
    l  .

N
u
r
w
as
u
n
s
an
sch
au
t,
seh
en
w
ir.,

   
 
   
    
 
    
   
  
      
  
  
     L

iteratu
rh
au
s
B
erlin

1998

 
       
  
  
   
     
     

、
が
便
利
で
あ
る
。

（　

）　

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
、
前
掲
書
、
１
６
８
頁
。

１０
（　

）　

ス
タ
ー
ル
夫
人
、
梶
谷
温
子
・
中
村
加
津
・
大
竹
仁
子
訳
『
ド
イ
ツ
論
Ⅰ
』（
鳥
影
社
、
２
０
０
０
年
）
第　

章
。

１１

１７

（　

）　
「
来
た
り
つ
つ
あ
る
者
た
ち
」
と
い
う
集
団
に
つ
い
て
は
、　

拙
著
『
崩
壊
の
経
験　

現
代
ド
イ
ツ
政
治
思
想
講
義
』（
慶
応
大
学
出
版
会
、
２
０
１

１２

３
）、　

頁
以
下
も
参
照
。

６４

（　

）　

B
ab
Ju
liu
s,

 
  
   
   
   B

erliner
B
ohem

 
         
    

e  ,
B
erlin

u
n
d
L
eip
zig
1904

   
     
  
 
 
  
   
   
     .  

１３
（　

）　

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
、
前
掲
書
、
１
７
８
頁
。

１４
（　

）　

ト
ロ
ツ
キ
ー
、
森
田
成
也
訳
『
わ
が
生
涯
（
上
）』（
岩
波
文
庫
、
２
０
０
０
年
）、
４
１
３
頁
以
下
。
な
お
、
同
、
桑
野
隆
訳
『
文
学
と
革
命　

１５

上
』（
岩
波
文
庫
、
１
９
９
３
年
）
も
参
照
。

（　

）　

M
an
n
H
ein
rich
,

 
  
 
  
   
    
  Im

Schlaruffenland.
E
in
R
om
an
unter

  
                   
    
  
         feinen

Leute

            n  
,
F
ran
k
fu
rt
2006

(1900).
   
   
 
  
               

１６
（　

）　

エ
リ
ア
ス
・
ノ
ル
ベ
ル
ト
、
赤
井
慧
爾
他
訳
『
文
明
化
の
過
程　

上　

─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
上
流
階
層
の
風
俗
の
変
遷
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
１
９
７

１７
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７
年
）

（　

）　

リ
ン
ガ
ー
・
フ
リ
ッ
ツ
、
筒
井
清
忠
他
訳
『
知
の
歴
史
社
会
学
─
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
養　

１
８
９
０
─
１
９
２
０
』（
名
古
屋
大
学

１８

出
版
会
、
１
９
９
６
年
）

（　

）　

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
、
前
掲
書
、
１
９
５
頁
。

１９
（　

）　

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
、
前
掲
書
、
１
９
６
頁
。

２０
（　

）　

ゲ
イ
・
ピ
ー
タ
ー
、
亀
嶋
庸
一
訳
『
ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
（
新
装
版
）』（
み
す
ず
書
房
、
１
９
９
９
年
）

２１
（　

）　

G
ilb
ert
F
elix
,

 
   
     
    
  Lehrjahre

im
alten

E
uropa.

E
rinnerun

            
        
        
        gen

190

       5  
─1945

 
   

,
S
ied
ler
1989.

   
   
         　

な
お
原
書
の
英
語
版
の
タ
イ
ト
ル
は
、A  
 

２２

E
uropean

Past.
M
em
oirs

1

 
               
  
      9  05   
─1  945

   

,
N
ew
Y
o
rk
1988

   
  
  
   
     

で
あ
る
。

（　

）　

G
ilb
ert
F
elix
,

 
   
     
    
  ibid

    
.,
S
.67

    
   

２３
（　

）　

こ
の
時
期
の
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、M
artyn

k
ew
icz
W
o
lfg
an
g
,

 

     
 
  
     
    
  
 
  Salon.

D
eutschland

G
eist
und

M
acht

1

        
            
          
      9  0  0  
─1  945

    (2009),
A
u
fb
au

         
 
  
  
 

２４

2011.

     　

な
お
ナ
チ
時
代
の
ゾ
ン
バ
ル
ト
家
の
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
はS

o
m
b
art
N
ik
o
lau
s,

 
 
 
 
     
  
 
   
   Jugend

in
B
erlin

19

           
        33   
─19   43   

.   E
in
B
ericht

 
    
      ,

H
an
-

   
  
 

ser
1984

        

、
に
言
及
が
あ
る
。

（　

）　

こ
の
傾
向
は
既
に
世
紀
転
換
期
に
あ
ら
わ
れ
た
。L

in
d
au
P
au
l,

 
  
 
  
  
  
   D

er
Zug

nach
W
esten

 
             
     

.
B
erlin

u
n
d
S
tu
ttg
art
1898.

   
     
  
 
 
  
  
   
         　

そ
し
て
ワ
イ
マ
ー

２５

ル
時
代
に
は
決
定
的
な
流
れ
と
な
っ
た
。M

o
rek
C
u
rt,

 

 
  
 
  
 
    Führer

durch
das
“lasterhafte”

B
erli

                                
    n  

,
L
eip
zig
1931.

   
   
   
      

（　

）　

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
学
生
時
代
と
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
岡
本
和
子
訳
「
ベ
ル
リ
ン
年
代
記
」、『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
６　

２６

断
片
の
力
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
２
０
１
２
年
）
所
収
、
４
７
２
─
４
８
０
頁
、「
そ
れ
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
カ
フ
ェ
が
私
た
ち
に
と
っ
て
ひ
と
つ

の
役
割
を
演
じ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
始
ま
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
カ
フ
ェ
生
活
は
、
先
に
述
べ
た
ギ
ル
バ
ー
ト
の
カ
フ
ェ
生
活
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
。「
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
や
っ
た
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
が
、
未
明
の
三
時
頃
に
こ
こ
で
（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
カ
フ
ェ
）
終
わ
っ
た
の
だ
っ

た
」。
後
に
『
ド
イ
ツ
悲
劇
の
根
源
』
を
書
い
た
の
も
カ
フ
ェ
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（　

）　

G
ilb
ert
F
elix
,

 
   
     
    
  ibid

    

.,
S
.75

    
   

２７
（　

）　

ウ
ェ
ー
バ
ー
・
マ
ッ
ク
ス
、
山
田
高
生
訳
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
選
挙
法
と
民
主
主
義
」（
１
９
１
７
年
）、
同
『
政
治
論
集
Ⅰ
』（
み
す
ず
書
房
、
１

２８

９
８
２
年
）。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
述
べ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
に
は
「
み
す
ぼ
ら
し
い
ド
ー
ム
、
ビ
ス
マ
ル
ク
記
念
碑
の
怪
物
、
そ
の
他
多
く
の
も
の
が

あ
る
が
、
こ
の
ベ
ル
リ
ン
こ
そ
例
え
ば
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
や
ヴ
ィ
ー
ン
に
比
べ
て
、
多
く
の
小
都
会
に
比
べ
て
も
陳
腐
な
似
而
非
記
念
碑
主
義
の
記
念
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碑
で
あ
る
。
こ
の
記
念
碑
た
る
や
、
後
世
の
人
び
と
の
趣
味
が
ド
イ
ツ
史
の
こ
の
世
代
に
つ
い
て
ど
う
判
断
す
る
だ
ろ
う
か
と
び
く
び
く
し
な
が

ら
考
え
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
の
代
物
で
あ
る
」。

（　

）　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ブ
ル
ー
ノ
（W

alter
B
ru
n
o

 
       
  
 
 

）、
内
垣
啓
一
・
渡
辺
健
訳
『
主
題
と
変
奏　

ブ
ル
ー
ノ
・
ワ
ル
タ
ー
回
想
録
』（
白
水
社
、
２
０
０

２９

５
年
）。

（　

）　

ゲ
イ
・
ピ
ー
タ
ー
、
前
掲
書

３０
（　

）　

パ
ク
タ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
（P

ach
ter
H
en
ry

 
   
     
  
  

）、
蔭
山
宏
・
柴
田
陽
弘
訳
『
ワ
イ
マ
ー
ル
・
エ
チ
ュ
ー
ド
』（
み
す
ず
書
房
、
１
９
８
８
年
）。
本
書

３１

は
「
回
想
録
」
と
長
短
あ
わ
せ
た
多
数
の
評
論
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
な
か
に
は
本
格
的
な
マ
イ
ネ
ッ
ケ
論
の
よ
う
な
長
編
も
あ
る
が
、
ヘ
ッ

セ
や
ブ
レ
ヒ
ト
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
な
ど
を
論
じ
た
文
章
に
は
個
人
的
回
想
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
彼
の
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
論
は
本
書
の
他
、T

he

 
   

Fall
and

R
ise
of
E
urope:

A
Political

          
        
        
          ,

Social,
and

C
ultural

H
istory

of
th

               
         
            e

T
w
entieth

C
entur

   
 
         
     y  ,

P
raeg
er
P
u
b
lish
ers
1975.

   
    
    
 
 
    
         

及
び

M
odern

G
erm
any
A
social,

C
ultural,

a

 
       
   
     
          
          nd
Political

H
istor

              
     y  ,

W
estview

P
ress

1978

   
       
  
  
       

に
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（　

）　

ラ
カ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
「
序
言
」、
パ
ク
タ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
、
前
掲
書
、
６
頁
。

３２
（　

）　

パ
ク
タ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
、
前
掲
書
、
１
０
２
頁
。

３３
（　

）　

イ
シ
ャ
ウ
ッ
ド
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
、
中
野
好
夫
訳
『
ベ
ル
リ
ン
よ
、
さ
ら
ば
─　

救
い
な
き
人
々
─
』（
角
川
文
庫
、
１
９
６
０
年
）。

３４
（　

）　

例
え
ば
シ
ェ
ベ
ラ
・
ユ
ル
ゲ
ン
（S

ch
eb
era
Jü
rg
en

 
  
  
      
  
  

）、
和
泉
雅
人
・
矢
野
久
訳
『
ベ
ル
リ
ン
の
カ
フ
ェ
：
黄
金
の
一
九
二
〇
年
代
』（
大
修
館
書

３５

店
、
２
０
０
５
）。
本
書
の
原
題
は
『
あ
の
と
き
ロ
マ
ー
ニ
ッ
シ
ェ
ス
・
カ
フ
ェ
で
（D

am
als
im
R
om
anischen

C
afé

 
  
      
  
  
          
   
）」
と
い
う
も
の
で
、
ベ

ル
リ
ン
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
／
軽
音
楽
史
に
名
を
残
す
コ
ロ
親
子
の
う
ち
、
息
子
に
あ
た
る
ウ
ィ
リ
ィ
・
コ
ロ
が
作
曲
し
た
曲
名
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。

な
お
パ
ク
タ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
「
表
現
主
義
と
カ
フ
ェ
文
化
」、
前
掲
書
、
１
０
８
─
１
２
５
頁
も
参
照
。

（　

）　

ペ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
パ
ク
タ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
、
前
掲
書
、
２
７
１
─
２
７
７
頁
。P

aetel

 
     
・K

arl

 
   
・O

tto
,

 
   
  R

eise
ohne

U
hrzeit

 
           
      
─eine

A
uto-

 
     
    

３６

biographi

         e  ,
W
o
lm
s
1982.

   
   
       　

な
お
こ
の
自
伝
的
文
章
に
は
パ
ク
タ
ー
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。

（　

）　

パ
ク
タ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
、
前
掲
書
、　

頁

３７

８０

（　

）　

パ
ク
タ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
、
前
掲
書　

１
２
６
頁
以
下
。
ま
た
パ
ク
タ
ー
は
こ
う
も
言
っ
て
い
る
。「
ワ
イ
マ
ー
ル
社
会
が
両
極
化
し
て
い
る
と
い
う

３８

説
が
あ
る
が
、「
左
翼
と
右
翼
の
詩
人
た
ち
は
お
互
い
に
デ
ィ
ヒ
タ
ー
（
詩
人
）
と
語
り
か
け
、
お
互
い
「
先
生
」
と
呼
び
合
っ
て
い
た
し
、
右
翼

政
党
と
左
翼
政
党
の
政
治
家
た
ち
は
…
…　

お
互
い
を
「
同
僚
」
と
呼
び
合
っ
て
い
た
。
ロ
ー
ヴ
ォ
ー
ル
ト
社
は
共
産
党
の
著
者
の
作
品
や
ナ
チ
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の
著
者
の
も
の
を
出
版
し
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ー
ロ
モ
ン
の
よ
う
な
暗
殺
者
の
作
品
ま
で
を
出
版
し
た
」。
パ
ク
タ
ー
は
こ
う
し
た
事
態

を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
こ
の
時
代
だ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
１
０
５
頁
参
照
。

（　

）　

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
、
岡
本
和
子
訳
「
左
翼
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」、『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
４　

批
評
の
瞬
間
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、

３９

２
０
０
７
年
）、
同
、
岡
本
和
子
訳
「
生
産
者
と
し
て
の
〈
作
者
〉」、『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
５　

思
考
の
ス
ペ
ク
ト
ル
』
所
収
。
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
の
言
う
「〈
あ
る
文
学
作
品
は
時
代
の
生
産
関
係
に
対
し
て

機

機

機

ど
う
い
う
立
場
に
あ
る
の
か
〉
と
問
う
前
に
、〈
あ
る
文
学
作
品
は
時
代
の
生

産
関
係
の
な
か
で

機

機

機

ど
う
い
う
立
場
に
あ
る
の
か
〉
と
問
い
た
い
の
で
す
」
と
い
う
主
張
は
正
論
で
は
あ
る
。

（　

）　

N
o
th
E
rn
st
E
rich
,

 
 
  
  
  
    
    
  E

rinnerungen
eines

D
eutsche

 
                   
       n  

,
C
lassen

1971.

   
      
      

４０
（　

）　

H
eg
em
an
n
W
ern
er,

 
  
  
  
 
  
   
    D

as
steinerne

B
erlin:

G
eschichte

der

 
              
        
             

größten
M
ietskasernenstadt

der
W
el

          
                       
  t  ,

B
erlin

1930.

   
     
      　

な
お
ヴ
ァ
ル
タ

４１

ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
ミ
ー
ツ
カ
ゼ
ル
ネ
」
に
対
す
る
闘
い
に
お
い
て
建
築
家
ヘ
ー
ゲ
マ
ン
を
「
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
」
と
呼
ん
で
い
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
、
浅
井
健
二
郎
訳
「
現
代
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
党
員
」、『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
４　

批
評
の
瞬
間
』
所
収
。

（　

）　

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
、
小
寺
昭
次
郎
・
野
村
修
訳
『
子
ど
も
の
た
め
の
文
化
史
』（
晶
文
社
、
１
９
８
８
年
）。
な
お
本
訳
書
で
「
ミ
ー
ツ

４２

カ
ゼ
ル
ネ
」
は
「
賃
貸
集
合
住
宅
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
２
４
１
頁
以
下
に
収
録
。

（　

）　

ホ
ー
ブ
レ
ヒ
ト
計
画
に
言
及
し
て
い
る
最
近
の
邦
語
文
献
と
し
て
、
北
村
昌
史
『
ド
イ
ツ
住
宅
改
革
運
動
、　

世
紀
の
都
市
化
と
市
民
社
会
』（
京

４３

１９

都
大
学
出
版
会
、
２
０
０
７
年
）
が
あ
る
。

（　

）　

N
o
th
E
.E
.,

 
 
  
  
  
   ibid

    

.,
S
.25.

    
    

４４
（　

）　

N
o
th
E
.E
.,

 
 
  
  
  
   ibid

    

.,
S
.26.

    
    

４５
（　

）　

N
o
th
E
.E
.,

 
 
  
  
  
   ibid

    

.,
S
.27.

    
    　

な
お
貧
民
の
ま
た
貸
し
、
寝
る
場
貸
し
は
す
で
に　

世
紀
前
半
に
は
あ
っ
た
。
例
え
ばS

ass,
F
ried
rich
,

 
     
 
    
    
  B

erlin

 
      

４６

１９

in
seiner

neuesten
Zeit

und
E
ntw
ickl

                             
   
    ung

184

       6  

,
B
erlin

1983.

   
     
      　

住
居
に
つ
い
て
は　

頁
以
下
。
特
に　

頁
以
下
を
参
照
。

１３

１７

（　

）　

N
o
th
E
.E
.,

 
 
  
  
  
   ibid

    

.,
S
.26
f.

    
      

４７
（　

）　

N
o
th
E
.E
.,

 
 
  
  
  
   ibid

    

.,
S
.44
ff.

    
       

４８
（　

）　

N
o
th
E
.E
.,

 
 
  
  
  
   ibid

    

.,
S
.90
f.

    
      

４９
（　

）　

拙
稿
「
世
紀
転
換
期
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
風
景
」、
前
掲
書
を
参
照
。
な
お
「
手
回
し
オ
ル
ガ
ン
弾
き
」
は
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
歌
謡
の
定
番
の
登
場
人

５０

物
で
あ
る
。
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（ ）２４２（甲南法学’ １７）５７─３・４─５４

（　

）　

N
o
th
E
.E
.,

 
 
  
  
  
   D

ie
M
ietskasern

 
    
          e  

(1931),
U
lstein

,
1982

          
      
      .  

５１
（　

）　

ク
ラ
カ
ウ
ア
ー
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
、
平
井
正
訳
『
カ
リ
ガ
リ
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
ま
で
』（
せ
り
か
書
房
、
１
９
７
１
年
）。

５２
（　

）　

藤
田
省
三
『
藤
田
省
三
対
話
集
成
３
』（
み
す
ず
書
房
、
２
０
０
７
年
）。

５３
（　

）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「「
植
民
都
市
ベ
ル
リ
ン
の
転
変
」、
前
掲
書
。
並
び
に
拙
稿
「
ナ
チ
ズ
ム
と
ベ
ル
リ
ン
」、
前
掲
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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